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図面リスト

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

A-00 表紙 C-01 M-01E-01 特記仕様書既存建物耐震改修工事仕様書（１） 特記仕様書

A-01 図面リスト C-02 既存建物耐震改修工事仕様書（２） M-02E-02 配置図 凡例・衛生器具表・換気計算書・換気機器表

A-02 特記仕様書(1) C-03 既存建物耐震改修工事仕様書（３） M-03E-03 盤類結線図 給排水衛生配置図

A-03 特記仕様書(2) C-04 M-04E-04 照明器具姿図 給排水衛生1階平面図改修前鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)

A-04 特記仕様書(3) C-05 M-05E-05 電灯照明設備図 【 改修後 】 －１階 給排水衛生2階平面図改修前鉄筋コンクリート構造配筋標準図(2)

A-05 特記仕様書(4) C-06 M-06E-06 電灯照明設備図 【 改修後 】 －２階 給排水衛生1階平面図改修後鉄骨工作標準図(1)

A-06 特記仕様書(5) C-07 M-07E-07 電灯照明設備図 （ 渡り廊下 ） 給排水衛生2階平面図改修後鉄骨工作標準図(2)

A-07 C-08 M-08E-08 給排水衛生　1階平面詳細図改修前・改修後工事区分表 【既存・計画】2階伏図(見上図) コンセント設備図 【 改修後 】 －１階

A-08 【既存・計画】仕上表 C-09 M-09E-09 換気1階平面図改修前【計画】R階伏図(軒高ﾚﾍﾞﾙ) コンセント設備図 【 改修後 】 －２階

C-12 E-12 非常放送設備図 【 改修後 】 －１階【計画】C,D通り軸組図A-11-1 附近見取図 M-12 消火計算書

C-13 E-13 非常放送設備図 【 改修後 】 －２階【計画】E通り,E通り+2200軸組図A-11-2 【計画】配置図

C-14 E-14 弱電設備図 【 改修後 】 －１階【計画】①通り、①通り-1850軸組図A-11-3 【計画】時刻日影図

C-16 E-16 自動火災報知設備系統図【計画】⑦通り軸組図A-12 【既存】1階平面図

C-17 E-17【既存・計画】ｽﾃｰｼﾞ部鉄骨リストA-13 【既存】2階平面図 自動火災報知設備図 【 改修後 】 －１階

E-18 自動火災報知設備図 【 改修後 】 －２階C-18 【計画】接合リスト(1)、部材リストA-14 【既存】屋根平面図

E-19 電灯照明設備図 【 既設撤去図 】 －１階C-19 【計画】接合リスト(2)A-15 【既存】断面図(1)

E-20 電灯照明設備図 【 既設撤去図 】 －２階C-20 【計画】接合リスト(3)A-16 【既存】断面図(2)・撤去一覧表

E-21C-21 【計画】柱脚リストA-17 コンセント設備図 【 既設撤去図 】 －１階【計画】1階平面図

E-22C-22 【計画】屋根詳細図(1)A-18 コンセント設備図 【 既設撤去図 】 －２階【計画】2階平面図

E-23 非常放送設備図 【 既設撤去図 】 －１階C-23 【計画】屋根詳細図(2)A-19 【計画】屋根平面図

E-24 非常放送設備図 【 既設撤去図 】 －２階C-24 【計画】屋根詳細図(3)A-20 【計画】断面図(1)

E-25 弱電設備図 【 既設撤去図 】 －１階C-25 【計画】開口閉鎖部詳細図A-21 【計画】断面図(2)・改修一覧表

E-26 弱電設備図 【 既設撤去図 】 －２階C-26 【計画】屋外手洗い場図面A-22 【既存】南・北立面図

A-23 【既存】西・東立面図 E-27 自動火災報知設備図 【 既設撤去図 】 －１階

A-24 【計画】南・北立面図 E-28 自動火災報知設備図 【 既設撤去図 】 －２階

A-25 【計画】西・東立面図 E-29 別途工事用配管設備図　【改修後】　－１階

A-26 【既存】矩計詳細図(1) E-30 別途工事用配管設備図　【改修後】　－２階

A-27 【既存】矩計詳細図(2)

A-28 【計画】矩計詳細図(1)

A-29 【計画】矩計詳細図(2)

A-30 【既存】便所詳細図

A-31 【計画】便所詳細図

A-32 【既存】1階天井伏図

A-33 【既存】2階天井伏図

A-34 【計画】1階天井伏図

A-35 【計画】2階天井伏図

A-36 【計画】展開図(1)

A-37 【計画】展開図(2)

A-09 C-10 M-10E-10 弱電器具姿図－１ 換気1階平面図改修後【既存・計画】敷地求積図 【計画】R階伏図

A-10 C-11 M-11E-11 弱電器具姿図－２ 換気2階平面図改修後【計画】A,B通り軸組図【既存・計画】求積図

C-15 E-15 弱電設備図 【 改修後 】 －２階【計画】②通り、③～⑥通り軸組図A-11-4 【計画】等時間日影図

A-38 【計画】展開図(3)

A-39 【計画】展開図(4)

A-40 【計画】展開図(5)

A-41 【計画】展開図(6)

A-42 【計画】展開図(7)

A-43 【計画】展開図(8)

A-44 【計画】展開図(9)

A-45 【計画】展開図(10)

A-46 【計画】展開図(11)

A-49 【既存】2階建具指示図

A-50 【計画】1階建具指示図

A-51 【計画】2階建具指示図

A-53 【計画】建具表(1)

A-54 【計画】建具表(2)

A-55 【既存】部分詳細図(1)

A-56 【既存】部分詳細図(2)(ｽﾃｰｼﾞ廻り)

A-57 【既存】部分詳細図(3)(椅子収納台車)

A-58 【既存】部分詳細図(4)(防球ﾈｯﾄ・体育設備)

A-59 【計画】部分詳細図(1)

A-60 【計画】部分詳細図(2)

A-61 【計画】部分詳細図(3)

A-62 【計画】部分詳細図(4)(鋼製床平面割付図)

A-63 【計画】部分詳細図(5)(鋼製床組断面図)

A-64 【計画】部分詳細図(6)(椅子収納台車)

A-65 【計画】部分詳細図(7)(舞台設備)

A-66 【計画】部分詳細図(8)(下駄箱)

A-67 【計画】部分詳細図(9)(体育器具/ﾗｲﾝ，支柱)

A-68 【計画】部分詳細図(10)(体育器具/ﾊﾞｽｹｺﾞｰﾙ)

A-69 【計画】部分詳細図(11)(体育器具/防球ﾈｯﾄ)

A-70 【計画】部分詳細図(12)(屋外手洗場)

A-71 【計画】部分詳細図(13)(屋外足洗場)

A-72 【既存】渡り廊下(C棟)平面図・立面図

A-73 【計画】渡り廊下(C棟)平面図・立面図

A-74 【既存】渡り廊下(D棟)平面図・立面図

A-75 【計画】渡り廊下(D棟)平面図・立面図

A-47 【計画】展開図(12)

A-48 【既存】1階建具指示図

A-52 【既存】建具表

【既存・計画】渡り廊下(C・D棟)矩計詳細図

仮設計画図

クレーン配置図

A-77

A-78

A-79

A-76 【既存・計画】渡り廊下(D棟)詳細図

A-80 備品搬出入リスト



　　面積　・10㎡程度 ・20㎡程度 ・35㎡程度 ・65㎡程度 ・100㎡程度

　10　交通誘導員 　　配置　・　図示 

     　　構造  鉄筋コンクリート造２階建て　屋根鉄骨造

工事項目

　　　・　行う　・　行わない

     　　工事特記仕様書（改修） 　12　特別な材料 　　　公共建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工

　　　の工法 　　法は当該

　　・引渡を要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設

　　　工事に係る資材の再資源化等に関する法律、資源の有効な利

　 Ⅱ．工事概要 　　　用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法

     １．工事場所 　　　律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進

     ２．敷地面積 　　　要項」に従い適切に処理し、監督員に報告すること。（マニ

　　　フェストA、B2、D票を提示し、E票は写しを提出すること。）

     ３．工事内容  　　・成形板等の解体・撤去にあたっては、事前にアスベスト含有に係る

     　　棟名称  　　　施工調査を行う。

　　　含有が判明した等の場合、改標仕(9.1.5）に従い処理する。

　　４ 建設副産物 　　　　再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、請負者は受注

　　　情報交換シ 　　時にお

　　　ステムの利用 　　前に「再生資　源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督

　　員に提出すること。

　　　また、工事完了後にはJACICが運用する「建設設副産物情報交換シ

　　ステム」へ実績報告を行うこと。

　５　三重県産 　　　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者

　　　業廃棄物税 　　が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の4月1日から8月31日

　別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該　　までの間に

　　工事の発注者に対　して支払請求を行うことができる。なお、この期間

　できない。また、産業廃棄物処理集計表（マ　　を超えて請求することは

　えて請求することはできない。 　　ニフェストの数量の集計）を超

　１　足場

特記事項章 項　目 　　　　　　 (2.2.1)　６　電気保安 　　　適用する

　　　　　 (表2.2.1) 　　保護シート等による養生　　・適用する　・適用しない　　　技術者

　１適用基準等 　　　　　　　(1.3.3)

１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

　７　技能士 　　　職種別に可能なものについては積極的に活用すること。

　　　　　　　(1.6.2)

　３　既存部分の養生

　　　　　　　(2.3.1)　８　施工数量 　　調査範囲及び調査方法　・　工種別の特記による

　　調査

　　固定された備品、机、ロッカーの移動　２　施工条件 　　　　　　　(1.5.2)

　　　　　　　　(1.3.5) 　　施工可能日 　９　調査のため

　　　の破壊部分                                                      

　４　仮設 　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種　　　の補修                                                         

　　　間仕切り ・　　　　　　　(1.5.3)

　　(2.3.2)(表2.3.1) ・

　10　建築材料等

　３　発生材の 　　・本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、
                                                                                       　　・構内建物内の一部を使用する。                          　　　処理等 　　その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成

　　　事務所 　　　　　　　　(1.3.8) 　　12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。） 　　（以下「評価名簿」という。）と同等とする。

　　　　　　 (2.4.1)　　施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事であるため、 　　品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努める

　　建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の 　　こと。

　　実施について適正な措置を講ずることとする。
                                                                      

　部位等 仕上げ　　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した 　　県「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材製品の                  
　床　 　合板張り又はﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ張り　　条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。 　　合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書

　合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ塗り　内壁・天井　　を、監督員に提出すること。

　装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り　屋根　　　分別解体等の方法

　　「三重の　木」利用推進協議会が認証する「三重の木」やあかね材認証

種類 机・いす 書棚 黒板・白板 掛時計 温度計　　機構が認証する「あかね材」の優先利用に努めること。

数量 　台 　個 　個　組　　　事務所の

種類 長靴 雨合羽 保護帽 懐中電灯 衣類　　　備品等

ロッカー　　　　　(2.4.1)(b)　　量、価格等について考慮し、優先的に認定製品を使用すること。

数量　　入手困難な場合等においては監督員と協議すること。

種類 消火器 掃除具 請負者加入 冷暖房 インター

電話ＦＡＸ 機器 ネット

数量 　個 　個 　台 　台 　台

 　11　化学物質

　７　仮設便所          　　　の濃度測定

　　　　　　　　(1.6.9)

　８　工事用水 

　９　工事用電力

　　　有償利用の場合において、本工事で新規受電又は既設電気回路に接

　　　続し通電した時から工事に起因する電力料金は、本工事に含まれる。

　　　処理方法(                      )    

　　・現場において再利用を図るもの(         　　　　)

　　・再資源化を図るもの 

　　　・アスファルトコンクリート塊

　　　・セメントコンクリート塊 　　　・建設発生木材 　　報告書提出部数　2部

造成等 ・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

基礎・基礎杭 ・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

上部構造部分 ・ 有　・ 無

・外装

・

　　１）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　　２）建築工事標準詳細図

　　・　

　　・監督員と協議し決定する。

　　・一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

　　・指定なし

　　概成工期　・指定なし　・　年  　月　　日             

　　・引き渡しを要するもの　・なし

　　・特別管理産業廃棄物  ・有(              )　　   

　　　監督員へ提出すること。

　　・引渡を要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し、

　　補修方法　・図示　・　　

　２）製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重

　３）本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、

　４）本工事では三重県ﾘｻｲｸﾙ製品利用推進条例に基づき性能、品質、数

　１）本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を

　　有する新品とするほか国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料

　　・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿」（最新版）

　　測定方法（・パッシブ法　・アクティブ法）

　製品の指定工法による。

　　外部足場の種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　　　保管場所　・　構内既存施設内

　　合板　厚さ　・9mm　

　　せっこうボード　厚さ　・9.5mm　

　　合板又は石こうボードの塗装　・行う　・行わない

　　仮設扉の設置箇所　・図示

　　・設置する　・設置しない

　個　足 　着 　台

　　構内既存の施設　・利用できる　・利用できない                   

　　構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　・利用できない  

　　構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　・利用できない  

　13　騒音・振動 　　　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定さ

　　　の防止 　　れた建設機械の使用に努めること。

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

　　　工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル　17　電子納品

　　　工事写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

　　　工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事

　　　完成図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

　　　（提出部数　・　２部　・　　部）

　18　設備工事と 　　施工範囲

      の取合い 　　・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

　　・図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

　　・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　　施工図

　　・設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、

　　　監督員の承諾を受けること。

　19　既存部分への処置 　　工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構

　　・仕上　　　　　　　(1.3.12)　　造

　20　事故報告

　　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該

　　事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

　　本工事において、下請け契約を締結する場合には、当該契約相手方

　　を有する者の中から選定するよう努めること。

　　本件工事で提案不履行があった場合は、本件工事完成年度の翌年度に　22　総合評価方式

　　総合評価方式で発注する案件（以下「発注工事」という。）で、貴社

　　の評価点において発注工事の加算店（満点）の１割を減点します。

　23　不当介入を受

　　　けた場合の

　　　措置

　げ共、在来にならい補修する。

　　工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報すると

　　日までに、監督員に提出すること。

　　ともに、所定の様式により工事事故発生報告書を監督員が指示する期

　　・駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

　24　消防提出書類

　25　主任技術者又は 　現場施工に着手するまでの期間

　　　監理技術者の専任を　　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の

　　　要しない期間 　　設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）につい

　　ては、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　　なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員

　　との打合せにおいて定める。

　検査終了後の期間

　　　検査完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した

　　場合を除く。）、事務手続、後片付け等のみが残っている期間につい

　　ては、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

　　なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、

　　請負者に通知した日とする。

　26　工事の一時中止

　　　に係る計画の作成

　　中止期間中における工事現場の管理に関する計画(以下「基本計画書」

    という。)を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

　　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、

　　労務者数、搬入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に

　　管理に関する基本的事項を明らかにする。

　　伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工事現場の維持

　　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全

　　すること。

　27　労働安全衛生法に

　　　止措置

　　　基づく労働災害防 　　合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第2項の規定に基づき、

　　　労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある場

　　本工事の請負者を指定する。この場合における指名への同意は、本工

　　事の請負契約を締結することにより得られたものとみなす。

　　施工可能時間帯　・指定なし　・　　～　

　　契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、

屋根 ・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

建築設備 ・ 有　・ 無 ・手作業

・内装等 ・手作業、機械作業の併用

その他 ・ 有　・ 無 ・手作業

（　　　） ・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用
耐震補強工事に伴う一部解体

作業の有無工程 分別解体等の方法

・児童の登下校時は、大型車の出入りを避けること。

　　※手摺先行足場

　　　養生方法（養生材を使用して適切に行う。　　　　　　　　　　）

　５　現場

　６　現場

　　現場事務所の仕上げ

　　現場事務所の規模(単位:㎡)

　　・石綿含有建築材料の撤去については、石綿障害予防規則等の規定

　　　により行う。

　14　工事写真 　　　工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備に従い撮影する。

　　発注者に移譲するものとする。

　　　　　　　(1.8.2)

　　完成図はＣＡＤにより作成することとし、著作権にかかる使用権は

　15　竣工図

　　竣工図（ＪＷＷデータをＣＤ-Ｒで１部、Ａ２及びＡ３で青焼き２ッ

　　折り製本各２部、表紙文字は印字、テープ不可）を提出。

　16　竣工写真 　　竣工写真（写真サイズ２Ｌ、文字刻印、撮影箇所及び枚数は監督員

　　の指示による）はファイル１部及び及びデータをＣＤ-Ｒで１部提出。

　　　工事写真（工事中）はＡ４ファイルで１部提出。

　　　完成写真（着工前・完成）はＡ４ファイルで２部提出。

　　　（デジタルカメラ可）

　　　竣工図作図範囲（　全て　）

　　　作成する（・竣工図　・保全に関する資料　・）

　21　市内企業優先

　　は名張市内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）

・（改修範囲取合廊下部）

2 1

2

1

1

　いて工事請負代金額が500万円以上の工事については、工事着手

　　　（提出部数　・　１部　・　　部）

「名張市の締結する契約等からの暴力団等排除措置要綱」による。

屋内運動場

耐震補強工事、改修工事

工事項目

工事項目

     　　構造  

     　　棟名称  

     　　棟名称  

     　　構造  

　       (3)項目欄に記載の（　）内表示番号は改標仕の該当項目等を示す。

　       (2)特記事項は、○の付いたものを適用する。                   

　       (1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。               

　   ２．特記仕様                                                    

　　　 建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」（以下「改標仕」という。）による。

　       図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書」及び「公共

　   １．共通仕様                                                   

　 Ⅲ．建築改修工事仕様

2　個

1　個

　　家具の移動　　・行う　・行わない

　　内部足場　・支保工（８月～１２月）、脚立、足場板等　

・部分引き渡しあり

三重県名張市つつじが丘南1番町241番地

　 Ⅰ．工事名称　　南中学校屋内運動場大規模改修工事

42，070.51　㎡

渡り廊下(C棟)

鉄骨造平屋建て

改修工事(塗装)

渡り廊下(D棟)

鉄骨造平屋建て　

改修工事（塗装）

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和4年版）

パラジク
ホルム エチル施設

ロロベン適　用 トルエン キシレン スチレン
用途 アルデヒド ベンゼン ゼン

学校

教育施設

住宅

その他

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

　　　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

　　測定対象室及び測定個所数（・図示　・監督員の指示による） 　　　消火器の設置届については、電気施工業者及び機械設備施工業者にて

な場合は、建築施工業者にて設置届を提出するものとする。　　設置届が不要

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

特記仕様書（１）

提出図

A-02NO SCALE

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

（仮設倉庫内まで）

ｱﾘｰﾅ・ｽﾃｰｼﾞ・卓球場x4か所　計7か所　

卓球部室x2か所、放送室x1か所

2022.11.



　　　（・足場　・枠組　・ゴンドラ）

 　　　　　　 (3.6.3)
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事

工　法　種　類 呼び名 仕上形状　１　施工数量 　　　　　(4.2.2)(c) 　・シール工法

　　調査 　　　　　　　(4.3.6) 　　材料 　・吹放し 　・吹付け　　・パテ状エポキシ樹脂

ス
タ
コ
状

　　　調査項目　・ひび割れ部（・幅0.2㎜・0.2㎜～1.0 ㎜・1.0㎜以上） 　　　　　　　(4.4.7) 　・外装厚塗材Ｃ 　・凸部処理　　・可とう性エポキシ樹脂

　・平たん状　　　　・はがれ及びはく落部分 　・こて 

　・凹凸状　　　　・浮き部 　　　　　(4.2.2)(d) 　・充填工法

　・ひき起し　　　調査方法　・打診、目視及びクラックスケール等 　　　　　　　(4.3.7) 　　材料　

　・掻き落とし　　　　　　　(4.4.8)

　・外装厚塗材Si 　・吹放し 　・吹付け
ス
タ
ッ
コ
状

　　　 (立面図等に記載、必要に応じて写真添付） 　・外装厚塗材Ｅ 　・凸部処理

　　　　　(4.2.2)(g) 　・モルタル塗替え工法 　・平たん状 　・こて 

　　　　　　　(4.4.9) 　材料　・既製目地材の適用及び形状（　　） 　・凹凸状 　・ローラー 

　仕上げ厚（　　　　） 　・ひき起し

改　修　工　法外壁 種　　類 　２　改修工法の 　・複層塗材Ｅ 　・ゆず肌状 　・ローラー 

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ打 　・複層塗材ＲＥ　　　種類 　・ひび割れ部 　・樹脂注入工法 　　　　　(4.2.2)(e) 　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・防水形複層塗材Ｅ・　　　　　　　(4.1.4) 　・Ｕカットシール材充填工法 　　　　　　 (4.4.10) 　・凸部処理 　・吹付け 

　・防水形複層塗材ＲＥ　げ外壁 　・シール工法     　　　　　　(図4.4.1) 　材料　・アンカーピン（　　　） 　・凹凸模様 　・吹付け 

　・欠損部 　・充填工法 　・可とう形
　・平たん状

　・可とう形　・ひび割れ部 　・樹脂注入工法 　　　　　(4.2.2)(e) 　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 　　改修塗材Ｅ 　・ローラー 　・ﾓﾙﾀﾙ塗り
　・さざ波状

改修用仕上塗材　仕上げ外壁 ・図示　・Uカットシール材充填工法 　　　　　　 (4.4.11) 　・可とう形

　・シール工法     　　　　　　(図4.4.2） 　材料　・アンカーピン（　　　） 　　改修塗材ＲＥ

　・欠損部 　・充填工法 　・可とう形 　・ゆず肌状 　・吹付け 

　・モルタル塗替え工法 　　　　　(4.2.2)(e) 　・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 　　改修塗材ＣＥ

　　　　　　 (4.4.12) 　　　　　　(表4.2.5) 　　複層仕上塗材の上塗材の種類・

外　　　　観樹脂種類 溶媒種類　・浮き部 　・アンカーピンニング 　　　　　　(図4.4.2) 　材料　・アンカーピン（　　　）

　　・部分エポキシ樹脂注入工法 　・艶有　・艶無　・メタリック 　・溶剤系

　　・全面エポキシ樹脂注入工法 　　　　　(4.2.2)(f) 　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 　・艶有　・艶無　・弱溶剤系

・水　系　　・全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 　　　　　　 (4.4.13) 　・艶有　・艶無・

　・水　系　・注入口付アンカーピンニング 　　　　　　(図4.4.3) 　・シリカ系 　・艶無

　　・部分エポキシ樹脂注入工法 　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 ・溶剤系 　・艶有　・艶無　・メタリック 

　　・全面エポキシ樹脂注入工法 　　　　　(4.2.2)(f) 　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法 ・弱溶剤系　・艶有　・艶無

　　・全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 　　　　　　 (4.4.14) ・水　系 　・艶有　・艶無・

　・充填工法 　　　　　　(図4.4.4) ・溶剤系 　・艶有　・艶無　・メタリック 

　・モルタル塗替え工法   ・弱溶剤系　・艶有　・艶無

　　　　　(4.2.2)(f) 　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 ・水　系 　・艶有　・艶無

　・タイル張り　・ひび割れ部 　・樹脂注入工法 　　　　　　 (4.4.15) 　・ふっ素系 ・溶剤系 　・艶有　・艶無　・メタリック 

　仕上げ外壁 　・Ｕカットシール材充填工法 　　　　　　(図4.4.4) ・弱溶剤系　・艶有　・艶無

　・欠損部 　・タイル部分張替え工法 ・水　系 　・艶有　・艶無

　・タイル張替え工法 (注）つやなし及びメタリックは、可とう形複層塗材、防水形複層塗材

　　及び可とう形改修塗材には適用しない。　・浮き部 　・アンカーピンニング

　　・部分エポキシ樹脂注入工法

　　・全面エポキシ樹脂注入工法 　　　　　　　(4.6.3) 　　既存塗膜等の除去及び下地処理

処　　理　　範　　囲工　　法  　　・全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 

　・注入口付アンカーピンニング 　・サンダー工法  

　　・部分エポキシ樹脂注入工法 　・高圧水洗工法  

　　・全面エポキシ樹脂注入工法 

　　・全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法 　・塗膜剥離剤工法

　　・エポキシ樹脂タイル固定工法 　・水洗い工法 

　・タイル部分張替え工法 　・デッキブラシ 

　・タイル張替え工法 　・高圧ポンプ

　10～15ＭＰa

　・目地 　・目地ひび割れ部改修工法   　　　　　　　(4.6.4) 　　下地調整

　・伸縮目地改修工法 　　・Ｃ-1　・Ｃ-2　・ＣＭ-2　・Ｅ　 ・

　　・薄付け仕上塗材塗り  

　・塗り仕上げ 　　・厚付け仕上塗材塗り  

５
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

  １　改修工法 　・かぶせ工法外壁 　　・複層仕上塗材塗り    

　　　　　　　(5.1.3) 　　・カバー工法　・持出し工法　・ノンシール工法)　　・可とう形改修用仕上塗料塗り

　・撤去工法　　・各種塗料塗り

　　・はつり工法　・引抜き工法　　・マスチック塗材塗り   

　２　防火戸 　・例示仕様　・個別認定（認定番号　　　　）

　　　　　　　(5.1.4)　３　改修工法等 　・樹脂注入工法

　　　　　　　(4.2.2)(a) 　　種類　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　３　見本の製作 　・製作する　・製作しない　　　　　　　(4.3.4) 　　　　　　注入量（　　　）注入間隔（　　　）

　　　　　　　(5.1.5)　　　　　　　(4.4.5) 　　　　　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　４　ブラインド 　・再使用する　・再使用しない　　　　　　　(4.5.5) 　　　　　　注入量（　　　）注入口間隔（　　　）

　　　ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ等                            　　　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

　　　　　 (5.1.6(c))　　　　　　注入量（　　　）注入口間隔（　　　）

　　材料

　性能等級等　　エポキシ樹脂JIS A6024(建築補修用注入エポキシ樹脂)

　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　　・　低粘度形　・　中粘度形

　　　　　　　(5.2.2)

　　　　　　(表5.2.1) 　　・防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　）

　　・断熱ドアセット（等級　　　　）　　コア抜取検査　・行う　・行わない

　　・耐震ドアセット（等級　　　　）　　　　　・抜取り個数（　　）

　　　　　・抜取り部分補修方法（　　）

　　　　　　(表5.2.2) 　アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別　　　　　　　(4.2.2)(b)

　・外部に面する建具　　　　　　　(4.3.5) 　・Ｕカットシール材充填工法

・・シーリング用材充填（・ＰＵー２　・　　　　）　　　　　　　(4.4.6) 　　材料

　・内部に面する建具　　・可とう性エポキシ樹脂充填　　　　　　　(4.5.6)

・

　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタル充填

　　　　　　・行う　・行わない

３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

　１　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 施　工　箇　所　工　法 　　　　種　　　別

     (3.1.4)（3.3.3） 　・Ｐ１Ｂ

          (表3.3.3～ 　・Ｐ１Ｅ

            表3.3.10) 　・Ｐ２Ｅ

　　断熱層工法の断熱材（Ｐ１ＢＩ、Ｐ２ＡＩ及びＴ１ＢＩ工法）

 　　　　　(3.3.2)(h)

　　厚　さ ・

　　　　(3.3.3)(b)(c)(2) 　　脱気装置（M3D,P0D,P0DI,M3DI,M4DI)

　　　　(3.3.3)(d)

　　保護層　　・設ける　・設けない

工　法 種　別 　施　工　箇　所　２　改質アスファルト

　・ＡＳ―１・ＡＳ―２シート防水

 　　　　　(3.4.3)

　　　　(表3.4.1～

　　　　表3.4.3)

(3.4.3)(2)(3)

工　法 　施　工　箇　所

　・Ｓ３Ｓ

　・Ｓ３ＳＩ

　・Ｂ－１　　・Ｂ－２  

　・Ｅ－１　　・Ｅ－２  

　　材　質　・押出法ポリスチレンフォーム3種ｂ（スキン層付）

　　    　・設ける（設置数量　・図示、材質　　　）　・設けない

　　脱気装置　・設ける（設置数量　・図示、材質　　　）　・設けない

種別

　・S-F1(SI-F1)

　・S-F2(SI-F2)

　３　合成高分子系ルー

　　　水

　　　フィングシート防

・

　　脱気装置

　　絶縁用シート　・　発砲ポリエチレンシート

・設ける（設置数量　・図示、材質　　　）　・設けない

            (3.5.3)

          　(表3.5.1)

            (3.5.2）(b)

          　(3.5.3)

　４　塗膜防水

 　　　　　 (表3.6.1)

 　　　　　 (3.6.3)(a)

 　　　　　 (3.6.3)(b)

工　法 種　　　別 　施　工　箇　所

　・Ｐ１Ｙ

　・Ｌ２Ｙ

　５　既存防水層

　　　表面の仕上塗

　　　装の除去

　　　  (3.2.6)(c)(2)

　　　  (3.2.6)(c)(6)

　６　シーリング  　　　　　　　　　　　　材料

材　　種種　　　別 　施　工　箇　所

　　　　　　　(3.7.2) 　・SR-1 　ｼﾘｺｰﾝ系 

　　　　　　(表3.7.1) 　・SR-2 　ｼﾘｺｰﾝ系  

　・MS-2 　変成ｼﾘｺｰﾝ系

　・PS-2 　ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系

　・PU-2 　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 

　　　　　　(3.7.4～7) 工法

　　・シーリング充填工法

　　・シーリング再充填工法

　　・拡幅ｼｰﾘﾝｸﾞ再充填工法（拡幅幅　　㎜、拡幅深さ　　㎜)

　　・ブリッジ工法

　　（ボンドブレーカー幅　　mm、エッジング材幅　　mm）

　　　　　　　(3.7.8) 

　　　　　　　　　　　　・行わない                             

　７　とい

（3.8.2）（表3.8.1）

　８　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 部材の種類

　　　笠木 

　　　　  (3.9.2)（c)

　・Ｙ－２　・　

　　保護層　・図示 

　　シーリング材の試験　・簡易接着性試験　・引張接着性試験

・押出し３００形

・押出し３５０形

・板材折曲げ形　　(本体幅　　㎜、板厚　・２．０㎜　・　　㎜）   

・

　　固定金具の間隔　　mm

　　固定方法

　　　　  (3.9.3)（b）

表面処理　・Ａ-1　・Ｂ-1 　　　　　  (3.9.2)（d）

　　　　　  (表3.9.1)

　　・行う　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　・エポキシ樹脂モルタル

　　・ポリマーセメントモルタル

　　アンカーピンの配置　・　標準

　　アンカーピン及び注入口の配置　・　標準

　　アンカーピン及び注入口の配置　・　標準

　　注入口付アンカーピンの配置　・　標準

　　注入口付アンカーピン及び注入口の配置　・　標準

　材料　・注入口付アンカーピン（　　　）

　　注入口付アンカーピン及び注入口の配置　・　標準　・　

　材料　・注入口付アンカーピン（　　　）

　・タイル部分張替え工法

　　材料　　・ポリマーセメントモルタル           

　　　　　　・変成シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、ポリウレタン樹脂

きじ 釉薬 色形　　状　　寸　　法

・磁　器 　・施釉 ・標準色 

・特注品 　・無釉 　・せっ器

　　・役物（・一体成形　　・接着加工）   

　・タイル張替え工法

工　　法タイルの種別 塗り厚(㎜) タイルの大きさ

　・外装タイル ・小口以上 　・密着張り 　5～8 

　二丁掛け以下 　4～7・改良積上げ張り

　・改良圧着張り　下地側4～6 

　ﾀｲﾙ側3～4 

　・ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ 　・25㎜角を超え　・マスク張り 　3～4

　小口未満

　・小口未満 　・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ張り　3～5 

　　　　　　(表4.5.3)

　　　　　　　(4.5.8)

　　　　　(4.2.2)(h)

　　　　　　　(4.5.7)

　　　　　(4.2.2)(h)

　材料　・ポリマーセメントスラリー（　　　）

　　　　・注入口付アンカーピン（　　　）

　　・試験張り　・　行う　・行わない  

　　・見本焼き　・　行う　・行わない  

　・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入ﾀｲﾙ固定工法

　　注入口付アンカーピンの配置（　　本/㎡）

　・目地ひび割れ部改修工法

　・伸縮調整目地改修工法

　　伸縮調整目地（位置　　　　　　　　寸法　　　　×　　　　）     

工　法　種　類 呼び名 仕上形状

　・砂壁状 　・吹付け

　　 (その2) 　・ゆず肌状   

　・平たん状 　・こて

　・凹凸状

　・ゆず肌状 　・ローラー 

　・さざ波状 

　・着色骨材砂壁状 　・吹付け 

　・こて 

　　 (表4.2.4(その1))

　　　　　(4.2.2 (j))

　４　塗り仕上げ

　　検査　シーリング接着性試験　・行う（・簡易接着性試験）・行わない 

　　　　　　　(4.5.15)

　　　　　(4.2.2)(h)

　　　　　　　(4.5.16)

　・アクリル系

　・ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系

　　・Ｂ-1　・Ｂ-2

　　・Ｃ-1　・Ｃ-2

　　塗材

　・厚付け仕上

　・複層仕上塗材

　５　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

　放し仕上げ

　・新規仕上げ

 ・薄付け仕上塗材

 ・外装薄塗材Ｅ

工　法 種　　　別 　施　工　箇　所

・設ける（設置数量　・図示、材質  SUS）　・設けない

　・ＰＯＸ

　・Ｌ４Ｘ

　・Ｘ－１

　・Ｘ－２

　　脱気装置

　・既設屋根保護アスファルト防水

　　

　・既設塗膜防水

　　　調査範囲　・全面　・ 図示　改修部分   

　改修工事関わる外壁、柱型、梁面

　　　報告書　　１部

大庇・庇

　材種　・ｶﾗｰ硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管（VPｰ）　・配管用鋼管（白管）
（耐風圧性　S-4、気密性　A-3、水密性　W-4）（養生管）（100φ）

　９　ドレン 図示

・押出し２７０形

　（メーカー：　　　　　）

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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NO SCALE

　・ＡＳ－３・ＡＳ－Ｔ３
　・Ｍ４ＡＳ

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

　水廻り

　劣化部

　打ち継ぎ目地（塗装面）

　建具廻り　タイル面



・１９形　・２５形              

　材料

　・ビニル床シート【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】

備　　　考色　　　柄種類の 厚　さ

記号 

　　　　　　　(6.8.2)

　　　　　 (6.8.2(a))

　　　　　 (6.8.2(b))

　・ビニル床タイル【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】

　　　　(6.8.2(c)(1)) 　・帯電防止床シート、床タイル

　７　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、 

　　　床ﾀｲﾙ

　　　ﾋﾞﾆﾙ床

　　　及びｺﾞﾑ床 

　　　ﾙ張り

　　　ﾀｲ

無地

種　　　　類 性　　　能 厚　さ 備　　　考

備　　　考厚　さ種　　　　類

2.0mm

　16　ガラス

　６　網戸 　15　ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞ 　型式及び機構 　　(6.5.2(a)(2) 　造作材の等級 　　　　(6.8.2(c)(2)) 　・視覚障害者用床タイル

種　　　　類   形　　　状　　　　　 (5.2.3(e)) 　防虫網の材質 備　　　考　　　ﾄﾞｱ 　セクション材料 (ⅳ))

　　・合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス(SUS316)製 　　　　　　 (5.11.2) 　・スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ 　　　　　　(表6.5.3)

　網目 　耐風圧強度　（　　Ｐa以上） 　樹種

県産材　　・１６メッシュ　・１８メッシュ　

　開閉方式

　７　鋼製建具 　鋼製建具の性能等級 　・バランス式　・チェーン式　・電動式 　　　　(6.8.2(c)(3)) 　・耐動荷重性床シート

性　　　能 厚　さ　　・ 簡易気密性ドアセット 備　　　考種　　　　類   

　　　　　　(表5.3.1) 　　・ 外部に面する建具の耐風圧 　収納形式

　　　　　　(表5.2.1) 　　　・Ｓ-4　・Ｓ-5　・Ｓ-6 　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

　　　　　　(5.2.2(b)） 　　　　(6.5.2(a)(3)) 　代用樹種の使用　・禁止する　・禁止しない

　　　　　　　(5.3.3) 　　・ 耐熱ドアセット（等級　　　　） 　　　　　　 (5.11.3) 　ガイドレール

　　　　　　　(5.3.4) 　　・耐震ドアセット（等級　　　　） 　・溶融亜鉛めっき鋼板　・ステンレス鋼板 　集成材等 　　　　　 (6.8.2(e)) 　・ゴム床タイル　　　　(6.5.2(b)(i))

　・Ｈ＞2400又はＷ＞950の建具 厚　さ 備　　　考種　　　類　・構造用集成材又は単板積層材

　　板ガラス
品　名

　　　　　(5.12.2(a))

　８　鋼製軽量建具 　鋼製軽量建具の性能等級

　　・ 簡易気密性ドアセット 　工法

　　　　　　(5.4.2) 　　・ 外部に面する建具の耐風圧 　　　　　 (6.8.3(a)) 　下地

　　　　　　(5.2.2(b)）　　　・Ｓ-4　・Ｓ-5　・Ｓ-6 　・モルタル下地　・木下地　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　・ 防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　）

　　　　　　　(5.4.4) 　　・ 耐熱ドアセット（等級　　　　） 　・造作用集成材、化粧ばり造作用集成材又は単板積層材 　　　　　 (6.8.3(b)) 　ビニル床シート張り　　　　(6.5.2(b)(ii))

　　・耐震ドアセット（等級　　　　） 　熱溶接工法　・適用する　・適用しない

　・Ｈ＞2400又はＷ＞950の建具

　８　ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き 　・織じゅうたん

　表面仕上げ

　　　　　　　(6.9.3(a))

　　・ ビニル被覆鋼板 　　　　　　(表6.9.1)

　　・ カラー鋼板 　・床張り用合板　　　　(6.5.2(c))

　17　ｶﾞﾗｽ留め材 　ガラス留め材

 　　　　 (5.12.2(b)) 　　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品

　９　ステンレス製建具 　ステンレス製建具の性能等級 　名である。（以下同様）

　　・ 簡易気密性ドアセット

　　　　　　(5.5.2) 　　・ 外部に面する建具の耐風圧 　・タフテッドカーペット

　　　　　　(5.3.2）　　　・Ｓ-4　・Ｓ-5　・Ｓ-6 　　　　　　　(6.9.3(b))

　　・ 防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　） 　18　ガラスブロック積み　ガラスブロック 　・防腐処理 　　　　　　(表6.9.2)　　　　(6.5.2(h))

　　・ 耐熱ドアセット（等級　　　　）  　　　　 (5.12.5) 　　　種類品質等（　　　　）

　　・耐震ドアセット（等級　　　　） 　・防蟻処理　　　　(6.5.2(i))

　　　種類品質等（　　　　）

　　　　　　　(5.5.3) 　材料　　　　　・ＳＵＳ304　　・(　　　　） 工法

・図示 　野縁等の種類 　　　　(6.9.3(c)) 　・ニードルパンチカーペット

　　　　　　　(5.5.4) 　表面仕上げ　　・ＨＬ仕上げ　　・(　　　　）

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

　・屋内

　１　一般事項 　既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲 　　　　　　　(6.6.2) 　・屋外

　　　　　　　(5.5.5) 改　　修　　範　　囲　　　　　 (6.1.3(b)) 　改修部分 　　　　　　(表6.6.1)

　・天井 　図示による 　　　　　　　(6.6.3) 　形状及び寸法

　10　建具用金物 　　金物の見え掛かり部等の材質 　・　壁 　図示による 　　　　　　　(6.9.3(d)) 　・タイルカーペット

　　　　　　　(5.6.2) 　・　床 　図示による 　　　　　　(表6.9.2)

　　マスターキー　・製作する　・製作しない 　　　　　 (6.1.3(c)) 　天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲 　既存埋込みインサート

　・使用する　・使用しない　　　　　　　(5.6.4) 　（・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・行う　　　・行わない　　開閉方法 　　　　　 (6.1.3(f)) 　天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修

　　・スライディングドア                    　（・図示による　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　　(6.9.4(e)) 　・敷き方

平　場　　　　　　　(5.7.3) 　　・スイングドア　　　                  　スタッド、ランナーなどの種類

　階段部分　既存床仕上げ材の除去等

　　　　　　　(5.7.3) 　　センサの種類 　浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

　　　　　　(表5.7.3) 　　（　　　　　　　　　　　　　　　　） 　　　　(6.2.2(a)(1)) 　・行う　・行わない 　９　合成樹脂塗床

　　　　(6.2.2(a)(2))

　　　　　 (5.7.3(f)) 　　凍結防止措置　・あり　・なし 　　　　　 (6.2.2(c)) 　合成樹脂塗り床材の除去等 　　　　　 (表6.10.3(b))

　・機械的除去工法　・目荒し工法 　　　　　 (表6.10.3) 　エポキシ樹脂塗床の仕上げ種類

　　　　　(6.10.3(c))

　改修後の床の清掃範囲 　　(表6.10.4～6.10.7) 　・樹脂ﾓﾙﾀﾙ仕上げ（・平滑　・防滑）　・防滑仕上げ
                                                                     

　　　　　　　(5.8.3)

　10　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り 　・モルタル埋込み工法

　13　重量ｼｬｯﾀｰ 　種類 　既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法 　　　　　　 (6.11.4)

　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ 　・(　モルタル金コテ＋ＥＰ塗装　） 　　　　　 (表6.11.1)

　　　　　　　(5.9.2) 　・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・防煙ｼｬｯﾀｰ 　　　　　　　(6.3.2)

　耐風圧強度　（　　Ｐa以上）

　開閉機能 　４　木下地等

　　　　(6.5.1(c))　　 　　　　 (5.9.2)(c) 　・上部電動式（手動併用）　・上部手動式                        

　　　　　　(表5.9.1) 　　　　　　(表6.5.1) 　木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）

　部材名称 種　　別　　　　　　(6.5.2(a)(1))

　14　軽量ｼｬｯﾀｰ 　開閉形式 　　　　　　(表6.5.2)

　　　　　　 (5.10.2) 　・上部電動式（手動併用）　・手動式

　耐風圧強度　（　　Ｐa以上）　　　　　 (表5.10.1)

                                                                      

　スラットの材質及び形状 　　　　　　(6.5.2(a)(2))

　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形 　　　　　　(ⅱ))

　　　　　　(6.5.2(a)(2)) 　構造材及び下地材の等級

　　　　　　(ⅲ))

　・可動式　・固定式

　　　鋼板類の厚さ　・　図示

　　　　　　　(5.4.3)

　　　鋼板類の厚さ　・　図示

　　・ ステンレス鋼板（・　ＨＬ　・鏡面）

　曲げ加工　　　・普通曲げ　　・角出し曲げ

　　・改標仕表5.6.1(その1)(その2)による                        

　　引渡用鍵箱　・必要　・不要

　11　自動ドア開閉装置

　　　装置

　12　自閉式上吊り引戸 　　自閉式上吊り引戸装置の性能値

　　・　改標仕表5.8.1による　・（　　　　）

　　表面形状、寸法、厚さ　・　図示

　金属枠、補強材　・　図示 

　化粧カバー　・図示 

　２　既存床撤去、下地

　　　補修

　３　既存壁撤去、下地

　　　補修

　表面仕上げ　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　保存処理木材　・　図示による

　　・改標仕6.5.2(a)(2)(ⅲ)による　　　・　

　・Ａ種　・Ｂ種

　・Ａ種　・Ｂ種

　・Ａ種　・Ｂ種

　構造材

　下地材 

　造作材 

　　・Ａ種　・Ｂ種

樹種名

樹種名 防虫処理
　名称 

　部材 材面の

品質 厚さ

寸法又は

　部材

　名称 

　部位 樹種

　名称 

　部材 強度

等級

材面の

品質

接着

性能

寸法又

は厚さ

樹種名
接着の

程度
等級

板面の

品質

防虫処

理等
厚さ

　５　軽量鉄骨天井下地 

　６　軽量鉄骨壁下地

　　　　(6.6.4(a)(1))

　　　　　　　(6.7.2)

　既存埋め込みインサート、あと施工アンカーの引き抜き試験

・１９形　・２５形

　・屋外　　　　　　 ・　図示

　・耐震天井　　　　 ・　図示

　・ふところ＞3ｍ　　・　図示

　・　図示

ビニル床タイル 300×300×7.0mm

種別 パイル形状 帯電性 品質の程度

・A種

・B種

・C種

　・カットパイル 

　・ループパイル 

・カット、ループ併用

・人体帯電圧

　３KV以下

・　

・　

ﾊﾟｲﾙ長さ

(㎜)
パイル形状 帯電性 工　法 品質の程度

・全面接着工

　法 

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ

・・人体帯電圧

　３ＫＶ以下

・

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲ

　ﾙ、ﾙｰﾌﾟ併用

工法

備　　　考帯　電　性厚さ(㎜)

・

・人体帯電圧

種類 ﾊﾟｲﾙ形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 品質の程度

・

・・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・500×500 ・６．５

　・市松敷き　・模様流し　・              

　・市松敷き　・模様流し　・  

　弾性ウレタン塗床の仕上げ種類、工程

　・平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

　・薄膜流し展べ仕上げ　・厚膜流し展べ仕上げ（・平滑　・防滑）

・フロート板ガラ

ス

・型板ガラス

・網入板ガラス

・線入板ガラス

・合わせガラス

・熱線吸収ガラ

ス

・複層ガラス

・熱線反射ガラス

・倍強度ガラス

反射膜 ・室内側　・室外側

　ステンレス製

　・シーリング材　・ガスケット

　・シーリング材　・ガスケット     

　鋼製 

　製

　アルミニウム

　・シーリング材 

　・ガスケット

建具の種類 種　　　　　類

　　・ 塗装 (焼付塗装)

種別 材料板ガラスの種類及び厚さ等 

・７．０

色見本帳にて決定

　※工場検査要

　※工場検査要

　　・ 防音ドアセット、防音サッシ（等級　Ｔ-３　）

　・施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲　　・（工事対象全範囲）

　・ウレタン樹脂系塗床材(防滑仕上げ)アーキフロアー程度

枠・見切

舞台壁

かまち ナラ

材　　　　料 類　別 種　別 樹　種

　・フローリングボード（根太張用）

　・複合フローリング　（根太張用） ・１種 ・Ａ種

・２種 ・Ｂ種

・３種 ・Ｃ種

・なら 

・

　・普通張り(釘留め)工法(接着材併用)

　・特殊張り工法

　体育館、武道場等の強度、弾性を要求される場所の施工に適用され、
下張り板に接着剤で接着し、隠しくぎと脳天くぎ又は脳天ビスとで止
める。
施工上の質疑は、監督員と検討し承認を得てから施工すること。

　　　　　 (表6.11.3)

　　　　　　 (6.11.5)

・体育館鋼製床下地

・根太鋼、大引鋼、支持脚（詳細図による）

（三洋工業　同等品）

下敷き材　・第２種第２号、厚さ8ｍｍ　　・　　　　　(6.9.3(e))

・緩衝シート　アンダーレイシート4.5mm(東リ)同等品

・カバ クリアー 塗装品 特殊張 t18X217X1,800　表層6mm

A

無地 2.0mmB

承 認 検 図 設 計 製 図 作図年月日 種別特　記
工事名称一級建築士 第379482号本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。 株式会社堀口建築設計

訂正年月日 図面No．

図面名称 縮 尺堀口達矢一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号 特記仕様書（３）

ナラ

提出図

A-04

2022.11.

NO SCALE

ｔ＝４．０

消臭ﾚｽﾄﾘｭｰﾑ

ﾆｭｰｾｰﾌﾃｨｰ

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

　　・死に節、抜け節等については埋め木等の補修を行うこと

ｽﾃｰｼﾞ上部

木製階段
踏板

ﾗﾜﾝ

ｼﾅ

ﾀﾓ

側面,蹴込板
木製階段
はね出し部下地

・強化合せガラス ｔ＝４．０　　４+１.６+４

　　３+１.６+３

ｱﾘｰﾅ内壁,巾木

ヒノキ無地

構造用合板t15、見切ゴム

杉小節



・12.5（不燃） 

　13　ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り（ＯＳ）　（表７．１３．１参照）

７
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

　１　材料 　 (7.13.2)

　　　　　 (7.1.3)(b) 　・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所                        ） 　14　木造保護塗料 　種別

　２　下地調整 　種別 　 (7.14.2)(表7.14.1)

　　　 (7.2.2～7.2.7)

　　 (表7.2.1～7.2.7)

　錆止め塗料種別

　　　　　　　(7.3.2)

　　　　　　(表7.3.1)

　　　　　　　(7.3.3)

　　 (表7.3.3～7.3.4)

　錆止め塗料塗り種別

　塗料種別　※１種　・　

　種別

　　　　　　　(7.4.2)

　　　 (7.4.3～7.4.5)

　　 (表7.4.1～7.4.3)

　５　クリアラッカー 　種別

塗り（ＣＬ）

　　　　　　　(7.5.2)

　　　 (表7.5.1)

　６　フタル酸樹脂エナ 　種別

　　　メル塗り（ＦＥ）

　　　 (7.6.2～7.6.3)

　７　ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分 　種別

　　　散形塗料 （ＮＡＤ）

　　 (7.7.2)(表7.7.1)

　上塗り等級

　　 (7.8.2)

～

　　 　(7.8.4)

　　 (表7.8.1)

～

　　 (表7.8.3)

　９　つや有合成

　　　樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

　　　塗り （ＥＰ-Ｇ） 

　　 (7.12.2～5)

　　(表7.12.1～4)

　10　合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ 　種別

　 (7.10.2)(表7.10.1) 　　しみ止め　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　種別

　 (7.11.2)

　 (表7.11.1～3)

　12　ｳﾚﾀﾝ樹脂 　種別

　 (7.12.2)(表7.12.1)

８
の
１
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事
　
共
通
事
項

　１　適用範囲

　　　　　 (8.1.1)

　　（一般事項）

８
の
２
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事
　
撤
去
工
事

　　（一般事項）

　１　既存仕上げ等の撤去

　　　　　 (8.19.2)

　　　　　 (8.21.2)

　　　　　 (8.20.2)

　　　　　 (8.22.2)

　既存仕上げ等の撤去

　　撤去の範囲

　・　図示

　・　新設のコンクリート、モルタル、グラウト材、鉄骨、連続繊維に

　　　接する部分

　・　既存コンクリート撤去範囲に面する部分

　・　

　　　　　 (8.19.2)

　　　　　 (8.20.2)

　　　　　 (8.21.2)

　　　　　 (8.22.2)

　既存設備機器、配管撤去、新設、移設等処理

　　本工事の範囲

　　　及び処分

　・　本工事の範囲として図示された設備機器及び配管、盤類の撤去

　・　設備機器及び配管、盤類の撤去及び処分は本工事の範囲としない。

　・　

　撤去範囲　・　図示　　　　　・　（　　　　　）　

　２　既存構造体の撤去

(8.19.2)(8.20.2)

(8.21.2)(8.22.2)

　既存構造体の撤去

　　撤去範囲　　・　図示　　　　　･　（　　　　　）

　はつりだした鉄筋及び鉄骨の処理

(8.21.2)(8.22.2)

(8.19.2)(8.20.2) 既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断

鉄筋の切断 適用範　囲

　残す

・既存鉄筋は切断せず

・コンクリートの撤去

・コンクリートの撤去

　範囲の周囲より一定

　長さを残し切断する

　範囲の鉄筋は切断す

　る

・図面

・

・全ての撤去部分

・適用なし

・図面

・

・全ての撤去部分

・適用なし

・切断せず残す範囲を除く撤去する

　既存鉄筋コンクリートの範囲

・

　はつりだした鉄筋の処理

　・鉄筋に損傷を与えないよう適切な養生を施す。

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８
の
３
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事
　
鉄
筋
工
事

　１　鉄筋

　　　　　 (8.2.1)

　　　　　 (表8.2.1)

材料（表8.2.1）による

種　別 径（mm）

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ３４５

・ＳＤ３９０

・

　２　溶接金網

　　　　　 (8.2.2)

網目の形状、寸法及び鉄線の径

網目の形状、寸法 鉄線の径（mm）

　３　鉄筋の継手

　　　　　 (8.3.4)

重ね継手

径 部位

　４　各部配筋 ・　図示

　　　　　 (8.3.8)

　５　ガス圧接 圧接完了語の試験

　　超音波探傷試験

　　　　・行う　　・行わない

　６　割裂補強筋

　　　　　 (8.19.6)

　　　　　 (8.20.7)

（現場打ち鉄筋コンクリー

　ト壁の増設工事及び鉄骨

　ブレースの設置工事等）

割裂補強筋の適用

適用箇所本数、ピッチ径材種材料種類

・鉄筋コンクリ

　ート用棒鋼

・R235

・

・

・6φ

・9φ

・

スパイラルの径

(mm)

＜　　　　＞

スパイラルの

(mm)

＜　　　　＞

ピッチ

・図示

・

・スパイラル筋

・鉄筋コンクリ

　ート用棒鋼

　(異形鉄筋)

・

・ ・

・R295A ・10 壁内方向筋

＜　　　　＞

＜　　　　＞

壁面外方向筋
・はしご筋

　　（コンクリート工事

　　　一般事項）

　１　コンクリートの種類

　　　及び強度

　　　　　 (8.1.3)

　レディミクストコンクリートの種類

　・　Ⅰ種　　　・　Ⅱ種

設計基準強度

Fc(N/mm )２

・

　普通コンクリートの設計基準強度

　　　　　 (8.1.3)
　　　　　 (8.10.1)

　　　　　 (表8.10.1)

設計基準強度

Fc(N/mm )２

・２１

　軽量コンクリートの設計基準強度

適用範囲

適用範囲種　別

・

・１種

・２種

　　　(普通コンクリート)

　　　材料

　２　普通コンクリートの

　　　　　 (8.2.5)

　　　　　 (表8.2.3)

　セメントの種類

　・普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　骨材

　　アルカリシリカ反応性による区分

　　　・　ＡＬ（コンクリート中のアルカリ総量を規制）

　　　・　Ａ（安全と認められる骨材を仕用）

　　　　なお、ＡＬで規制できない場合は、Ａとし、その試験は、施工着手

　　　前、工事中１回／６ヶ月かつ産地が変わった場合に信頼できる試験機

　　　関で行い、試験に用いる骨材の採取は、請負者立ち会いのもと、試験

８
の
４
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事
　
コ
ン
ク
リー

ト
工
事

　　　を行うものが生コン工場のストックヤードから試料を採取して試験を

　　　を行うこと。

　　　　　 　(6.11.6)

　　　　　 (表6.11.1)

　　　　　 (表6.11.2)

　　　　　 (表6.11.4)

　　　　　(6.11.7(b)) 　塗装

　・オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　・生地のままワックス塗り

　11　畳敷き 　種別   ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

　　　　　　 (6.12.2)

　　　　　 (表6.12.1)

厚さ（ｍｍ）

　・9.5（準不燃）

　・9.5（準不燃）

　　　　　(6.13.2)(h) 　遮音シール材

　・シーリング材　・ジョイントコンパウンド                                                                      

　　　　　(6.13.3)(e)(3) 　合板類の張付け

　・Ａ種　・Ｂ種

　　　　　(6.13.3)(g)(1) 　せっこうボードの目地工法

　・継目処理　・突付け　・目透し

　13　壁紙張り     

             (6.14.2)

　・不燃　・準不燃 

　・不燃　・準不燃 

　・不燃　・準不燃 

　既製目地材

　　　　　　 (6.15.3) 　・使用する（形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）    

                                                                      　伸縮調整目地

　　　　　　 (6.16.2)

　　　　　　 (6.16.3) 　タイルの種類

　・接着工法

※なら       

　・フローリングボード　（直張用）

　・フローリングブロック（直張用）

　・モザイクパーケット　（直張用）

　　（直張用）

　　（直張用）

　　（直張用）

　・複合１種フローリング

　・複合２種フローリング

　・複合３種フローリング

・Ａ種

・Ｃ種

・Ｂ種

材　　　　　種 樹　種 厚　さ 大きさ

・ ・ ・

　・ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

　・　

　12　せっこうボード、

　　　その他ボード及び

　　　合板張り

     　　　　(6.13.2)

     　　　(表6.13.1)

材　　種 種　別

天井

壁
・9.5（準不燃）

・12.5（不燃） 

・9.5（準不燃）

　・ロックウール

　　化粧吸音板

　・トラバーチン模様

　・木目模様

　・普通

　・立体模様

　・　タイプⅡ0.8ＦＫ

　・せっこうボード

　・化粧せっこうボード

　　　　　(表6.13.5)

施　工　箇　所 品質の程度 防火性能

　14　モルタル塗り

　15　タイル張り

　　位置　・図示　                                         

区分
施工箇所 形状寸法

ぐすり
うわ 役物

耐薬
品性

特注色

(磁器) (陶器)(せっ器)
Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

　 　　(6.16.3)(a)(3)

　16　セルフレベリング 　・せっこう系　・セメント系

　　　材塗り　 　　(6.17.2)

　17　断熱材 　断熱材打込み工法

　　　　　　　(9.5.2)

                                                                      

　　　　　　　(9.5.3) 　断熱材現場発泡工法（吹付硬質ウレタンフォーム）

　試験張り　・行う　・行わない

　見本焼き　・行う　・行わない

　種類　　・Ａ種　・Ｂ種

　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

　・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 

　・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ    

種　　類 種　　別 厚さ（㎜） 施工箇所

　の床版下等、部分的に後張りとしなければな 

　らない箇所 

　・

　・窓回り等の断熱材補修部分、ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ回り 

種類 厚さ（㎜） 施　工　箇　所

・A種2
・　

・
・A種1

・A種3

下　　地 種　　　　　別

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

　・木部

　・鉄鋼面 

　・亜鉛めっき鋼面  

　・ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面 

　・ｺﾝｸﾘｰﾄ、ALCﾊﾟﾈﾙ面  

　・ｺﾝｸﾘｰﾄ、押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

　・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種

　３　錆止め塗料塗り

　・鉄鋼面

　・亜鉛めっき鋼面

　　　屋内　・Ａ種　・Ｂ種

　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　　　屋外　・Ａ種

　　鉄鋼面　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　　亜鉛めっき鋼面　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　４　合成樹脂

　　　塗り（ＳＯＰ）     

　　　調合ﾍﾟｲﾝﾄ

下　　地

　・木部

　・鉄鋼面 

　・亜鉛めっき鋼面  

種　　　　　別

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

木部　・A種　　・B種

　・木部  

　・鉄面及び亜鉛めっき鋼面

下　　地 種　　　別 

（表7.6.1参照）

（表7.6.1参照）

　・Ａ種　・Ｂ種

　　　（ＤＰ）

　８　耐候性塗料塗り

　・1級（フッ素系）　・2級（シリコン系）　・3級（ポリウレタン系）

　ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び 　・Ａ-1種　・Ａ-2種

　・Ｂ-1種　・Ｂ-2種　押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

　・Ｃ-1種　・Ｃ-2種

　鉄鋼面  

　亜鉛めっき鋼面  

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 

下　　地 種　　　別

下　　地 種　　　別

　しみ止め（　　　　）

　ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾓﾙﾀﾙ､ 

　ﾌﾟﾗｽﾀｰ､せっこうﾎﾞ

　ｰﾄﾞ、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面

　木部（屋内）

　鉄鋼面（屋内） 

　亜鉛めっき鋼面（屋内）

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種 

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　　　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り（ＥＰ）

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

　11　合成樹脂　　　ｴﾏﾙｼｮﾝ模様

　　　（ＥＰ－Ｔ）   

　　　塗料塗り

　　　（ＵＣ）

　　　ﾜﾆｽ塗り

　・Ａ種　・Ｂ種

　　　（ＷＰ）

　　　塗り

　・Ａ種　・Ｂ種　

・Ｄ１６以下

　・6　・化粧ケイ酸カルシウム板

　・　柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き工法）

　・　柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

　・　柱補強工事（連続繊維補強工法）

　・　免震改修・制震改修工事

　工事種別

　・　施工調査（施工計画調査、施工数量調査、調査のための破壊部分の

　　　　　　　　補修）

　・　撤去工事（設備機器配管及び仕上げの取り壊し、撤去（下地の一部

　　　　　　　　又は全てを含む）、構造体のはつり）

　・　鉄筋工事

　・　あと施工アンカー工事

　・　コンクリート工事

　・　鉄骨工事

　・　グラウト工事

　・　連続繊維補強工事

　・　スリット新設工事

　・　免震改修、制震改修工事

　　（施工調査）

　２　施工計画調査

　　　　　 (1.2.2)

　　　　　 (1.2.4）

　　　　　 (1.3.1)

　　　　　 (1.5.1)

施工計画調査

項　目 内容 記録事項等

　３　施工数量調査

　　　　　 (1.5.2)

　・　鉄骨ブレースの設置工事

　・　現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

　工事内容

　・　鋼板内蔵外付ブレースの設置工事

　はつりだした鉄骨の処理

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・コンクリート等を除去し鉄面を表す。

　３　既存構造体コンクリ

　　　ートの表層目荒らし

(8.19.3)(8.20.3)

(8.21.3)

　　（既存部分の処理）

　目荒らし範囲

　・　既存コンクリートとの打継ぎ面全面

　・　既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面

　・　図示　　・　（　　　　　　　）

　目荒らしの程度

　・　平均深さ5～10mmで最大深さ15mm程度の凹凸を100mm間隔程度で施す

　・　図示　　・　（　　　　　　　）

既存構造体コンクリート面の表層目荒らし

・Ｄ１９以上

・　全て

・２１

　塗厚　　　10ｍｍ

　・12.5

　・ケイ酸カルシウム板

・カバ １８

部位：屋内運動場・格技場屋根　鉄骨部　15　結露防止塗装

　・6

玄関ﾎﾟｰﾁ
床・階段

150×150
ピアッツア(LIXIL)程度

承 認 検 図 設 計 製 図 作図年月日 種別特　記
工事名称一級建築士 第379482号本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。 株式会社堀口建築設計

訂正年月日 図面No．

図面名称 縮 尺堀口達矢一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号 特記仕様書（４）

提出図

A-05

2022.11.

NO SCALE

「ケツロナイン　菊水化学工業株式会社　同等品」

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

　・GB-R

　・GB-S

　図示

3
　・ロックウール　40kg/ｍ



　種類　　　・　金属系あと施工アンカーの異形差筋アンカー

　部位別のコンクリートの打設工法の指定　　（現場打ち鉄筋コンク

　　リート壁の増設工事、

　　溶接金網巻き工法及び

　　法）

　　溶接閉鎖フープ巻き工

　　　み工法等

　３　コンクリートの打込

　　　　　 (8.19.8)

　　　　　 (8.21.5)

補強工法 打設工法 部位

・流込み工法

(8.19.8(a)(1)及び(b))

・圧入工法

(8.19.8(a)(2)及び(c))

・

・工法指定なし

・流込み工法

(8.19.8(a)(1)及び(b))

・圧入工法

(8.19.8(a)(2)及び(c))

・

・工法指定なし

工事

現場打ち鉄筋コン

クリート壁の増設

鉄筋コンクリート

柱の溶接金網巻き

工法及び溶接閉鎖

フープ巻き工法

・全ての増設壁

・図示　・　

・図示　・　

・全ての増設壁

・図示　・　

・全ての増設壁

・図示

・全ての増設壁

・図示　・　

・図示　・　

・全ての増設壁

・図示　・　

・全ての増設壁

・図示

　柱頭柱脚の隙間部分の型枠

　　・　発砲プラスチック保温材等を埋込む

　　・　（　　　　　　　　　　　　　　）

　柱頭柱脚の隙間寸法

　　・　図示　　　・　（　　　　　　　　　）

　打ち込みコンクリート又はグラウト材の厚さ

　　・　図示　　・　60mm　　　　　・　（　　　　　　　　　）

８
の
５
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事
　
あ
と
施
工
ア
ン
カ
｜
工
事

　　　(あと施工アンカー）

　１　あと施工アンカーの

　　　材料

　　　　　 (8.2.4)

　種類

　・　金属系　セットの方法　・　本体打込み式(・改良型・従来型)

　　　　　　　径及び埋込み深さ　・　図示　　・　（　　　　　　）

　　　　　　　引張耐力　・　図示　　・　（　　　　　　）

　　　　　　　せん断耐力　・　図示　　・　（　　　　　　）

　　　　　　　径及び埋込み深さ　・　図示　　・　（　　　　　　）

　・　接着系　カプセル型　・　有機系　　・　無機系

　　　　　 (表8.2.2)

　　　　　 (8.11.2)

　　　　　 (8.11.4)

　　　　　 (8.11.5)

　　　施工

　穿孔

　　埋込み配管等の探査の範囲及び方法

　　範囲　　　・　図示　　・　あと施工アンカー施工部分全て

　　　　　　　　　類の位置に墨出しを行う。

　　方法　　　・　鉄筋探知機（金属探知機）により検査し、鉄筋、配管

　　　　　　　・（　　　　　　　　　）

　　　　　　　・（　　　　　　　　　）

　　　　　　　・はつり出しによる。

　　あと施工アンカーの施工確認試験

　　　　・　実施する　　・　実施しない

　　　確認試験方法

　　　確認強度　　　　　 (8.11.2)

　２　あと施工アンカーの

　３　シアコネクタ

　　　ート壁の増設工事）

　　　(場所打ちコンクリ

　　　　　 (8.2.4)

　　　　　 (8.3.4)

　場所打ちコンクリート壁の打増部に用いる既存部とのシアコネクタ

　　　　　　・　接着系あと施工アンカーの異形差筋アンカー

　径(mm)　・　D10

　長さ(mm)・　増打壁厚－40　　・（　　　　　　　　　）

　彫込み深さ(mm)

　　　　　・　5ｄ（ｄ：シアコネクタの径）以上　（　　　　　）

　間隔(mm)　・　500×500

　シアコネクタとセパレーターの兼用

　　　　・　兼用してもよい　　・　兼用しない　　・（　　　　　）　　　　　 (8.7.9)

　　　　・（8.11.5）による　　・（　        　）　

　　　　　　　引張耐力　・　図示　　・　（      ）

　　　　　　　せん断耐力　・　図示　　・　（　 　）

　１　鉄骨製作工場

　 (8.1.5)

　(株)日本鉄骨評価センターは(社)全国鐵鋼工業協会の「鉄骨政策工事の

　性能評価基準」に定めるグレードとして国土交通大臣から認定を受けた

　工場又は同等以上の能力のある工場

　　・　Ｊ　　・　Ｒ　　・　Ｍ　　・　Ｈ　　・　Ｓ

　 (8.1.5)

　２　施工管理技術者 　施工管理技術者（鉄骨製作管理技術者、鉄骨工事管理責任者等）の適用

　　　・しない　　　・する

　３　高力ボルト

　 (8.2.8)

　高力ボルトの適用

　　　・トルシア形高力ボルト２種(S10T)

　　　・JIS形高力ボルト２種(F10T)

　　　・溶融亜鉛めっき高力ボルト１種(F8T相当)

トルシア形が使用できない部分

６．路面駐車場

　

８．倉庫

● ●・種類：・ライン引（白）    ・車止め

●

●

●

●　

　　　　・その他（障害者マーク１箇所）　

●

７．渡り廊下

　●　●　・植　　栽：風除け支柱の種類　　・三脚　　・四脚　　・鳥居形

・工事に伴う移設

１４　
　
植
栽
工
事

建物内に支保工を組みSCS版をｶｯﾀｰ切（ﾜｲﾔｰｿｰｲﾝｸﾞ工法）にて、分割し

１．植　　　栽

　

 １．室名札

     　階数表示

　
　
そ
の
他
工
事

１５

　

　●・補償期間：新植、移植および芝張りの補償期間　

            引渡し日より　　　１ 年間

　　 ●●・芝張り   ：種別　　・野芝　　・高らい芝　　・その他（　

●・材　　質：・プラスチック　・ステンレス　・アルミ　

● 250角程度木製ﾌﾚｰﾑ            ・その他

・文字型式：・書き文字　　・彫文字　　・張文字　　抜き文字

            ・その他（

●●・文字材質：・地と同質　　・ｼﾙｸｽｸﾘｰﾝ印刷

            ・その他（

●・ピクトサイン　150×150程度　SUS　ｻｲﾝ ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼　点字付き

　

             客土　　・不要　　・要　　２００ｍ／ｍ

             既設植栽移植

　●　

２．体育器具 ●

コートライン引き 

・折畳バスケット台 固定式バスケット台 バレー床金具 

姿見鏡、ジャンプ台、吊綱（格技場）

防球ネット（レールその他附属品共）

４．椅子用台車

● 　

　

● 　

　

３．舞台機構 ・電動ｽｸﾘｰﾝ、ﾊﾞﾄﾝ、幕、緞帳電動ﾜｲﾔｰ（緞帳既存利用）

その他一式（詳細図による）

その他一式（詳細図による）

・飾り板取り換え、その他既設改修　（詳細図による）

（フジタス工業㈱　同等品）

（博電堂　同等品）

塩ビ製既製品（ﾌﾞﾗｹｯﾄ共）　　　　　　　（ﾅｶ工業　同等品）

・材質：・アルミ　・塩ビ　・木製●●

巾木SUS通しタイプ　　　　　　　（小松ウォール同等品）

ｽﾃﾝﾚｽ製　35㎜　ﾋﾞﾆﾙﾀｲﾔ入り　　（ﾅｶ工業　同等品）

●

・型式：・シングル　　・ダブル　　・その他（

・材質：・ステンレス　　・アルミ　　・プラスチック●

● ●

●

（タチカワブラインド　 Ｖ30工事用ﾚｰﾙ　同等品）

５．トイレブース

６．階段滑り止め

８．手摺

10．汚垂石

11．下足箱

12．天井廻縁

13．カーテン

14．カーテンレール

工事終了後、屋内運動場の所定の位置に戻すこと。

必要と思われる近隣家屋については工事着手前に家屋調査を行うこと。18．家屋調査

●・屋内体育館の指示された備品を、仮設プレハブ倉庫に移動。

（ｽﾃｰｼﾞ下収納パイプ椅子、ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾟｱﾉ、器具庫、ｸﾗﾌﾞ室備品

その他必要と思われる備品）

・既存基礎撤去

・埋設物撤去

・工作物撤去

・工事に伴う解体部分の撤去●

・既存建物移設

・工作物移設

・樹木移設　（係員の指示するもの）

●

15．撤去工事

16．移設工事

17．解体工事 ・既設屋根解体　●

●・工事に伴う解体

ｸﾚｰﾝにて搬出荷下ろしする。枕梁撤去はｶｯﾀｰ切（ｳｫｰﾙｿｰｲﾝｸﾞ工法）。

●　９．スロープ ・詳細図による　　（SUS手摺・誘導ブロック）

(TW-200(ﾐﾅﾋﾞｯｸｱｵｲ)同等品)

(FH-FS150(ﾐﾅﾋﾞｯｸｱｵｲ)程度)

又、竣工までの近隣家屋とのトラブルその他保障については全て請負者の

負担とする。

なおピアノの移動は専門業者による

９．大理石 厚25　　　　　　（便所：面台、卓球場：笠木）　

７．点検口

・渡り廊下C棟 　改修　　図示による。

・渡り廊下D棟　改修　　図示による。

・ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ倉庫（基礎共）　図示による　　

８
の
６
　
耐
 
震
 
改
 
修
 
工
 
事
　
鉄
骨
工
事

　 (8.12.9)

　仮組の実施

　　　・　実施する　（　　　　）　・　実施しない

　４　仮組

　 (8.17.2)

　 (8.17.3)

部　位 種　別 仕　様

８
の
７
　
耐
震
改
修
工
事
 
グ
ラ
ウ
ト
工
事

　　　及び性能

　９　耐火被覆材の種別

　　　・　公共建築工事標準仕様書(平成25年度版)(7.6.11(ｂ))による。

　　　・　実施する　（　　　　）　・　実施しない　 (8.14.3)

　溶接作業における技能資格者の技量付加試験

　 (8.14.11)

　完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

　工場溶接の場合

　　　・　全数試験とする

　　　　　　平均出検品質限界(AOQL)　・　4.0％　・　2.5％

　　　　　　検査水準　・第６水準　　・（　　　　　　）

　　　　　　ロットの構成(　　　　)

　　　・　全数試験とする

　　　　　　平均出検品質限界(AOQL)　・　4.0％　・　2.5％

　工場現場溶接の場合

　　　・　公共建築工事標準仕様書(平成25年度版)(7.6.11(ｂ))による。

※構造特記仕様による

　６　溶接部の試験

　５　技能資格者

　　　(グラウト工事)

　　　ウト材

　１　モルタル及びグラ

　 (8.2.10)

　 (8.5.10)

　 (表8.5.2)

　 (表8.2.8)

　構造体用モルタル

　　　・ (8.2.10)及び(8.5.10)による。 

　　・ 

　　・ 

　無収縮モルタル

　グラウト材

　　・ (8.2.10(c))による。 

　　・ (8.2.10(b))による。 

　　（現場打ち鉄筋コンク　　（現場打ち鉄筋コンク　　（現場打ち鉄筋コンク　　（現場打ち鉄筋コンク

　　リート壁及の増設工事

　　置工事等)

　　及び鉄骨ブレースの設

　　　部の処理方法

　２　既存構造体との取合

　 (8.19.9)

　 (8.20.7)

部　位

　増設の現場打ち鉄筋コンクリート壁と既存構造体との隙間の処理方法

処理方法 備　考

・増設壁の上部 ・グラウト材を注入 ・寸法は図示による

・

・・ ・

９
の
１
　
環
境
配
慮
改
修
工
事
　（

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
処
理
工
事）

　１　一般事項 ・関係法令, 都道府県の条例等を遵守すること. 

・石綿ばく露防止対策等の実施内容を見やすい場所に掲示すること. 
　 (9.1.1)
　 (9.1.2)

　（メーカー：ダイクレＫＫ）

　
　
外
構
工
事 ５．排水溝 ●・種別：　溝　　・Ｕ字側溝 ●

　                ・既製ｺﾝｸﾘｰﾄ会所 450 角　蓋共

                ・現場打コンクリ－ト溝

                ・その他

          蓋    ・コンクリ－トブロック製

                ・鋳鉄製

                ・その他（鋼製グレーチングT-6、T-2）

　

１３
３．フェンス

（メーカー：朝日ユニフェンス）

・種別：・ネットフェンス　　・エキスパンドメタルフェンス

        ・その他（ユニフェンスＲ型）

・高さ：　Ｈ＝１２００ｍ／ｍ

４．境　界　石 ・型式：・歩車道境界用既製ブロック・その他● ●

２．舗　　　装 ● ●●・種別：・アスファルト舗装（・混合式　　・浸透式）

        ・コンクリ－ト舗装（・有筋　　・無筋　　・熔接金網入）

        ・その他の舗装　インターロッキング敷

        ・砂利撤舗装：切込砂利　　　ｍ／ｍ　　撤布砂利　　ｍ／ｍ

１．一般事項 ※工事範囲等は設計図による他、係員の指示によるものとする。

●・材　料：  ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾙｳﾑ鋼板ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ貼 ァ0.5貼４．軒天
　

●・谷　樋：　・その他　耐酸被覆鋼板　ｱ　０．６げ加工●

・軒　樋：　

とする。

・防　露：　・建物内部に取付く部分は図示なき限りガラス繊維保温筒厚

２５ｍｍの上アスファルトフェルト巻ビニールテープ押え

３．      樋 ・竪　樋：　・白ガス管（φ　　ｍｍ）・塩ビパイプ●

・カラーVPφ100 φ75　　ﾂｶﾐ金物 亜鉛メッキ＠900内外●

２．その他の

ｹﾗﾊﾞ鼻先 幕板

●

●

・材　料：  ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板　ｱ　０．６　曲げ加工

１．金属板構造

屋根１２

●・材　料：　・亜鉛鍍金鉄板　・片面カラー鉄板　・ビニール被覆鉄板　

・折版

●             ・カラーガルバリウム鋼鈑　

●●・板　厚：　・  ０．６ｍｍ

　

　
　
屋
根
及
び
樋
工
事

1 天井階段

床

天井2 卓球場

床

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ2

壁

壁

EP塗装

EP塗装

塩ﾋﾞｼｰﾄ

塩ﾋﾞｼｰﾄ

EP塗装壁

階数 箇所室　　　　名 建　材　種　別

1 天井

壁 EP塗装

男女卓球部室

床

天井

床

壁 EP塗装
器具庫1・21

巾木 ｿﾌﾄ巾木

塩ﾋﾞｼｰﾄ

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾋﾞﾆﾙｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙ

４．地盤改良　　　　　　舗装部分、埋戻し部分で軟弱と思われる箇所。

３．ポリエチレン

　　フィルム敷き

・不要　※必要 ｔ＝０.１５  ２枚敷

２．均しコンク

　　リ－ト地業

※　 コンクリート強度：ＦＣ＝１８　スランプ：１５

特記なき限り厚５０とする。

１．割栗　及び

　　　砂利地業 特記なき限り厚１５０とする。

●※地業の種類：  ・割栗　・砂　・砂利　・RC砕石　・その他（

　
　
地
業
工
事

１１

１．根切り

２．敷地整理

３．埋戻し、盛土

４．残土処分

※工事着手前に根切方法、山留工法、排水方法、使用機器等を記した、施

工計画図を提出し、係員の承認を得るものとする。

※根切り完了後、深さ、大きさ、床ざらいの状態について、係員の承認を

得るものとする。　　　　　　　　　　　

 　・特殊工法

 　・山留工法： 施工業者の責任施工とする。

 ・樹木：  ・移植　・伐採　・その他（

※埋戻し：  砂質又は係員の承認する土砂を使用するものとする。

・盛　土：　     ・無　　・有（真砂土）

●

・場内推積　・場内敷均し　・指定地処分

　・場外に搬出し適切に処分する。

 ・その他（

１０　
　
土
工
事

　(1) 施工記録報告書を作成し, 監督員に提出すること. 

・施工記録等

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

承 認 検 図 設 計 製 図 作図年月日 種別特　記
工事名称一級建築士 第379482号本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。 株式会社堀口建築設計

訂正年月日 図面No．

図面名称 縮 尺堀口達矢一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号 特記仕様書（５） A-06

提出図2022.11.

NO SCALE

御影石本磨き　t25

●

・材料：ＳＳ仕様　1.5倍ヒダ　W7,460 x H3,000 ～ W1,470 x H1,480　

● ●

・工　法：　メーカーの責任施工とする。

・下　地：　・改質アスファルトルーフィング ァ １．０
耐火野地複合板 ァ ４３

（硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ァ１８ + ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ不燃 ァ２５）

田島　PｶﾗｰEX+　同等品

ﾆﾁﾊ　だんねつくん　同等品

・工　法： 立平葺きまたは縦ハゼ葺き

●

（㈱小川長春館 　同等品）

（GSS-OS3.S ZZ　KK西尾家具工芸社　同等品）

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

　　　　・（メーカー強度　）　

・事前の施工調査等を改標仕9.1.1(d)により行い, 調査結果を監督員に

提出すること. ( 行う ・ 行わない ). 

・アスベスト粉塵濃度測定を( 行う ・ 行わない ). 

  ・測定を行う場合, アスベスト除去工法の仕様による. 

  ・濃度測定は「JIS K 3850-1 空気中の繊維状粒子測定方法－第1部：

    光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差・分散顕微鏡法. 

　・報告書を(    )部作成し監督員に提出すること. 

  ・測定機関は, 徳島労働局に登録されている作業環境測定機関とする. 　　

　(1) 工事着手前に施工計画書を監督員に提出し, 承諾を受けること. 

・施工計画

　(2) アスベスト除去工事に係る官公署他への手続きを遅延なく行うこと. 

  相応した技術を有することを証明する資料を監督員に提出する. 

・アスベスト含有建材の除去を直接行う専門工事業者については, 工事に

・工法2.　アスベスト

　　含有吹付け材の除去   (1) アスベスト除去工法は, 「建築物等の保全技術・技術審査証明事業」
      による保全審査証明取得工法又は(財)日本建築センターによる審査

証明取得工法とする.

　・建築物内部で除去作業を行う場合は, 建具等を全て閉じた状態で行う. 

3.　アスベスト

　　含有成形板の除去

・養生等

　・作業場は、シート等により囲うこと。

・工法

　(1) 除去は, アスベストを含まない内装材及び外部建具の撤去に 
さきがけて行うこと.

　(2) 除去は, 可能な限り破壊又は破断を伴わない方法で行うものとし, 

　　　原則「手ばらし」とする.建築物外部の成形板を除去する場合は, 

できる限り原形のまま除去すること.

  (3) 除去作業中は, 原則として散水その他の方法によりアスベスト

      成形板を常に湿潤な状態として作業を行う.      

・除去箇所一覧表

1

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾋﾞﾆﾙｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙ

岩綿吸音板下地石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
ﾋﾞﾆﾙｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙ

石綿ケイカル板
EP塗装壁

床

天井

床

1 放送室

男女便所 天井

天井女子ﾊﾞｽｹｯﾄ部室1

建　材　種　別室　　　　名 箇所階数

外壁 リシン、吹付タイル

天井　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　450×450（枠白・額口タイプ）（図示）　　　　　

ｽﾁｰﾙ製既製品　1050×1550×380 16箇所

19．引越し

床　　SUS製　600×600　（図示）　　　　　　



作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

工事区分表

提出図

A-07

2022.11.

NO SCALE

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)
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57

備考

工事区分表

躯体貫通スリープ及び箱入れ、穴埋補修

設備用躯体貫通の補強筋及び開口部補強

自動ドアの取付及び調整、検査スイッチ、駆動装置の二次側配管、配線工事

地下消化水槽、蓄熱槽等の躯体内外防水仕上、マンホール

タラップ及び連通管

点検口の製作取付（床、壁、天井）

吹出口、吸込口、照明器具及びスピーカー等の埋込器具取付の為の穴開及び補強

建具ガラリの製作取付

機械器具類の基礎（引込開閉器盤）及び仕上げ

その他設備機器用基礎及び仕上げ

設備機器取付に伴うアンカーボルト取付及び穴埋補修

天井インサート打込み

FRP又は金属製受水槽及びポンプ室付受水槽

高架水槽

オイルタンク

オイルサービスタンク防油堤

グリストラップ

既製品流し、ガス台、吊戸棚、水切り棚

電気コンロ

既製品流しの排水金物

造り付流しの排水金物

洗面器、便所に取付の既製品防触鏡

仝上基礎

仝上架台及び、アンカーボルト

仝上架台

仝上基礎

仝上基礎及び躯体

洗面器、便所に取付の大型製作防触鏡

便器、洗面所廻りの手摺

湯沸器、窓及び壁取付器材

給湯機（リモコン付属）

仝上配線及び配管

換気扇

仝上取付枠

天井扇、ダクト、ガラリ、ベントキャップ

空調自動制御盤及び機器の取付、配管、配線、調整

仝上の一次側配管、配線

防煙、防火シャッターの一次側配管、配線

防煙、防火シャッターの二次側配管、配線、調整

仝上用の煙感知器連動装置、制御盤

防火戸の一次側配管、配線

防火戸の二次側配管、配線、開放装置、調整

仝上用の煙感知器連動装置、制御盤

煙感知器連動のダンパーのレリーズ

仝上用の感知器及び配管、配線工事

仝上用の非常電源装置

昇降機

昇降機の出入口三方枠、カゴ内インターホン取付及び

二次側配管配線、制御盤

仝上一次側配管、配線工事

防犯用配管工事

仝上入線及び機器取付

仝上一次側電源

液面電極棒の取付及び取付座

洗面器（マーブライトカウンター）及び棚

フラッグポール

フラッグポール避雷針用突針

ルーフドレン及び竪樋配管工事

汚水、雑排水の会所枡、排水管

合併処理槽の躯体、モルタル仕上、マンホール、チェッカープレート蓋

外灯支柱の基礎

小便器自動洗浄システム用一次側配管配線

電波障害の事前調査

本工事に伴う各設備の引き込み負担金

竣工引き渡し時までの工事用及び調整用電気、水道、ガス等の基本料、使用料

設備配管ピット

電話機器

テレビ共聴受信

テレビアンテナ基礎

エアコン用スリーブ及び、スリーブキャップ

間仕切りパネル内電気配管工事

加圧給水ポンプの制御盤

電気錠、操作盤、テンキー、解錠ボタン

浴室廻りステンレス手摺

シャワーユニット

天井扉、空調用換気扉用のスイッチ取付工事

換気レジスター

レンジフード

レンジフード手元スイッチ、配管、配線

諸官庁等検査、申請手続き及びそれに伴う費用

小便器自動洗浄システム用一次側配管、配線工事

監督員事務所

敷地周囲の仮囲い及びゲート

既存警備保障の移設、復旧工事に伴う配管、配線

バスケットボール制御盤・緞帳昇降スイッチ取付工事

仮設引き込み共

テレビアンテナ取付用アンカーボルト

化粧桝蓋の仕上工事

消火器及び収納ボックス

雨水排水の会所桝、排水管

給湯器取付用金枠(PS金枠)

加圧給水ポンプユニット電極及び取付配線工事

仝上対策工事

仝上内部装置、機器配管及び二次配管配線

仝上一次側配管、配線工事

仝上屋外機器取付用インサート

仝上電磁弁用配管配線工事

仝上ポンプ室内照明コンセント設備工事

仝上警報ランプ及び配管配線工事

仝上　シリンダー錠

仝上　水センサー

仝上一次側配線、配管、火報運動

仝上排気換気扉

仝上給排水給湯

仝上ダクト、ベントキャップ

シルバー住戸用緊急通報設備　チェーン錠

昇降機の一次側配管、配線工事

建物外壁に取付く給排気ガラリの製作取付

仝上一次側電源工事及び取付配線工事

107

108

ウォータークーラ設置工事

ウォータークーラ配管接続，配線工事



ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ,ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)

LGS下地+ｹｲｶﾙ板 t6 + EP塗装

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)

(A3)
縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。 南中学校屋内運動場大規模改修工事
 
【既存・計画】仕上表

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ
ｶｰﾃﾝ

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ
室名 床 備考天井高 室名札天井腰 壁巾木

(鋼製床組) ﾗﾜﾝ(T,)合板ア12捨貼り

(特殊工法)

ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ乱尺貼りア15
ｳﾚﾀﾝ樹脂塗

ステージ

部室
女子ﾊﾞｽｹｯﾄ

放送室

器具庫
(1・2)
卓球部室
(男子・女子)

便所

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

卓球場

卓球場
階段室

(男子)
(女子)

ｼｬﾜｰ室

(男子)

ｽﾃｰｼﾞ台車入

(女子)

2階

共通

球技場
木製 H=100 OP (正面)　ｼﾅ合板ア9.0底目地貼　OP(H=3000)

(背面)　有孔ｼﾅ合板ア9.0(寒冷紗貼ﾛｯｸｳｰﾙア50充填OP)

(正面)　ｼﾅ合板ア6.0底目地貼　OP

(背面)　有孔ｼﾅ合板ア9.0(寒冷紗貼ﾛｯｸｳｰﾙア50充填OP)
ｼﾙﾊﾞｰｸｰﾙ版　ﾎﾞﾙｷﾞﾝ吹付ア10 ○

ｱﾙﾐ枠床下点検口600x600 　各ｺｰﾄﾗｲﾝ

ｼﾅ合板ア6　底目地貼りOP ブドウ棚 移動式階段　ﾌﾞﾄﾞｳ棚　舞台装置一式

ﾋﾞﾆｰﾙｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙア2.0貼り
ｼﾅ合板ア6　底目地貼りOP

平面黒板1500x9002,300 ○ ○

仕織ｶｰﾍﾟｯﾄ敷きア7.0 (OIC程度) 有孔ｼﾅ合板ア6(寒冷紗貼、ﾛｯｸｳｰﾙア50充填)OP 岩綿吸音板ア12貼(天井裏ﾛｯｸｳｰﾙア50敷)
石膏ﾎﾞｰﾄﾞア9捨貼 ○ ○ のぞき窓　天井点検口　平面黒板1500x900

ﾋﾞﾆｰﾙｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙア2.0貼り 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞア9 天井点検口○ ○ x2

長尺塩ビｼｰﾄア2.5張り(下地ﾓﾙﾀﾙ) ｿﾌﾄ巾木 H＝100 ○ ○ x2 脱衣棚 L1,350xH900xD360(木製　2ヶ所)　天井点検口

25角磁寄ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼(下地防水ﾓﾙﾀﾙ) 100角半磁器ﾀｲﾙ 100角半磁器ﾀｲﾙ100角半磁器ﾀｲﾙ 2,500 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ　ﾋﾞﾆｰﾙｶｰﾃﾝ　ゴム製ﾏｯﾄ

下部ﾋﾟｯﾄ
防水ﾓﾙﾀﾙ塗り

H=1,300 2,400 ○ x2 ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、天井点検口

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ 椅子収納台車(10台)

手摺ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え 木製 H=100 OP ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上ﾎﾞﾙｷﾞﾝ吹付 ○

○長尺塩ビｼｰﾄア2.5貼り(下地ﾓﾙﾀﾙ)

長尺塩ビｼｰﾄア2.5貼り(下地ﾓﾙﾀﾙ) ﾓﾙﾀﾙ金ﾃﾞｺ押上E,P 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞア9

一部、化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞア9.0
ｼﾙﾊﾞｰｸｰﾙ版ﾎﾞﾙｷﾞﾝ吹付ア10 手摺

下足入、詳細図参照

1階

階

○t=2.0

(鋼製床組)
球技場

鋼製床下地　構造用合板ァ15
ｶﾊﾞｸﾘｱ‐塗装品特殊張ァ18
表層6㎜ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装 ウレタン塗装

杉板材(赤節有)ァ12
H-100 ○

ｱﾙﾐ枠床下点検口600x600 　各ｺｰﾄﾗｲﾝ

ステージ

(入口)ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄA

鋼製床下地　構造用合板ァ15
ｶﾊﾞｸﾘｱ‐塗装品特殊張ァ18表層6㎜
ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装ﾎﾞｰﾙ部室

女子ﾊﾞｽｹｯﾄ

米松H-100ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗

2,300 ○ ○

移動式階段　ﾌﾞﾄﾞｳ棚　舞台装置一式

木製階段,木製見切,塩ﾋﾞ廻縁(コ型)

放送室
鋼製床下地　構造用合板ァ15  ｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ
(入口)ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄA

のぞき窓　天井点検口　平面黒板1500x900○ ○
男女卓球部室
(1・2)

ﾓﾙﾀﾙ下地長尺塩ﾋﾞｼｰﾄA ○ x2 天井点検口

下地処理の上 長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ A
器具庫
(1・2) ○ x2

多目的ﾄｲﾚ 土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=120　軽量ｺﾝｸﾘｰﾄt=90
ﾓﾙﾀﾙ下地長尺塩ﾋﾞｼｰﾄB

暖房便座　ｳｫｼｭﾚｯﾄ
ｵｽﾄﾒｲﾄ電気温水器(節電型)

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ ﾍﾞﾋﾞｰﾍﾞｯﾄﾞ ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
手洗い前鏡設置(W450×H800)

既設ﾓﾙﾀﾙ下地処理､ｸﾗｯｸ処理の上 EPｽﾃｰｼﾞ台車入 既存ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

便所
(男子)
(女子)

ﾓﾙﾀﾙ下地長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　A
階段室
卓球場

既設下地処理の上
ﾓﾙﾀﾙ金ﾃﾞｺ押　E,P

(上部)鉄骨部　結露防止塗装　(C)

○ x2

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、天井点検口
手洗い前鏡(W450×H600)×3(男女共)
男子手洗い下部に補助水栓設置

ｺﾝｾﾝﾄ設置(暖房便座用)

床下点検口(600角)

椅子収納台車(8台)
万能台車(4台)

手摺:下地処理の上錆止めSOP

既設手摺表面処理の上SOP塗装
段鼻ノンスリップ

1階

2階

共通

【

既
存】

凡
例
・
特
記
事
項

【

計
画】

凡
例
・
特
記
事
項

一般工法はァ0.8㎜とすること。

(T)　トイレ改修工事 特記外改修工事

・外壁内壁ひび割れ大きい部分補修　Uｶｯﾄｼｰﾙ充填工法　ひび割れ小さい部分補修　ｼｰﾙ充填工法

・壁ｺﾝｸﾘｰﾄ(梁・軒樋等)撤去部：15㎜ﾊﾂﾘ込み鉄筋錆止めの上樹脂ﾓﾙﾀﾙにて補修の事。

・塗床は特記なき限り防滑工法はァ1.2㎜

・既設部分への塗装は特記ある部分及び特記なき部分についてもケレン(RB種)の仕上を行う事。

・底目地貼の目地底はﾃｰﾌﾟ二重貼とすること。

・塗装の下地調整[既存塗膜除去共]はRB種とすること。

・塗装の塗回数は特記なき限り公共建築工事標準仕様書に準じること。

・特記なき限り外部ｻｯｼ入替えのとろ詰めは防水ﾓﾙﾀﾙとすること。

・特記なき限り外部ｻｯｼ廻りｺｰｷﾝｸﾞ撤去の上打ち替えのこと。

・ｱﾘｰﾅ床組（銅製床組）及び、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ貼りは責任施工とする。

・ｶｰﾃﾝ、暗幕は防炎加工品とする、ひだの種類はB種とする。

・撤去及び移設工事は係員と協議し既設ﾁｪｯｸの上行う事。

・LGS壁下地は@303とする。※内装材はすべて☆☆☆☆の材料を使用する(天井裏も同様とする)。

凡例

EP：合成樹脂ｺﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ（3回塗）

AEP：合成樹脂ｱｸﾘﾙ系ｺﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ（3回塗）

OP：合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ（3回塗）

・室名札、平付型、表示部、塩ビ製（270x84x16）支持金具ｱﾙﾐ（文字入共含）

・ｶｰﾃﾝ（一般）　(株)川島織物、ﾋﾟｱﾄ同等品以上

　　　（競技場、卓球場、ｷﾞｬﾗﾘｰ）暗幕ｶｰﾃﾝ

　　　（株）川島織物、ﾌﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ500同等品以上

特記事項

1）床仕上げにて、ﾋﾞﾆｰﾙｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙ及び長尺塩ビｼｰﾄは　1.2階共、ｴﾎﾟｷｼ系接着剤使用のこと

2）ｶｰﾃﾝ、暗幕は防炎加工品とする、ひだの種類はB種とする

3）ｱﾘｰﾅ床組（銅製床組）及び、ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ乱尺貼り（特殊工法）は責任施工とする

4）屋根工法は、ｼﾙﾊﾞｰｸｰﾙ工法（SCS版）とし、責任施工とする

【

既
存】

屋
外
仕
上
表

【

計
画】

屋
外
仕
上
表

【

既
存】

屋
内
仕
上
表

【

計
画】

屋
内
仕
上
表

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付

硬質塩ビ管Φ100VP塗　養生管H=2,000 S.T.K41Φ139.8x4.5OP 把金物F.B25x3T番型OP@1200内外　軒樋 防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上塗膜防水

（腰）ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し　H=750

（壁）ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(目地切)　ｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付

砂利敷きア80　緑石120x120x600

U-300c、水勾配ﾓﾙﾀﾙ塗、ｺﾝｸﾘｰﾄ製蓋付(1種)

(床)防水ﾓﾙﾀﾙ (段鼻)ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ (手摺壁)外側：合板ﾘﾌﾞ付型枠打放し吹付ﾀｲﾙ　内側：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃｱｸﾘﾙﾍﾟﾝｷ塗

(2ヶ所)詳細図参照

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上、目地切、段鼻、ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ　下足箱 L 1,200 x H 1,800 x D 300 4ヶ所

同等品以上

ﾊﾟｳﾀﾞｯｸｽ防水

恒和化学工業

JisA 6021

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E樋庇防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上塗膜防水　JisA6021〔 恒和化学工業,ﾊﾟｳﾀﾞｯｸｽ防水同等以上 〕

(笠木)防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上

(段裏)合板型枠打放し

　　　(ｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付)

ｼｰﾄ防水ア0.8の上ｼﾙﾊﾞｰ仕上げ(責任施工、10年保障)　・ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水SCA-250　・塗膜防水1）屋根

2）ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ、笠木

3）軒裏

4）樋

5）外壁

6）柱、梁型

7）庇

8）犬走り

9）ﾎﾟｰﾁ

10）側溝

11）屋外非常階段

12）足洗場

(緩衝ｼｰﾄ)
ﾓﾙﾀﾙ下地長尺塩ﾋﾞｼｰﾄA

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え 下地処理の上塗床ｷｬｯﾄｳｫｰｸ

卓球場 鉄骨部　結露防止塗装　(C)

○

○

ノンスリップ

手摺:下地処理の上錆止めSOP
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ､ｶｰﾃﾝ(ﾚｰﾙ共)､木製天井見切

笠木:大理石

－

－

1）屋根

2）ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ、笠木

谷樋立上り壁　ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ァ0.6曲げ加工(下地同上)
谷樋：谷ｺｲﾙ　耐酸被膜鋼板ァ0.6下地高圧木毛ｾﾒﾝﾄ板ァ20 竪樋：ｶﾗｰVPφ100ﾂｶﾐ金物共 大屋根ﾄﾞﾚｲﾝ　塩ビ自在ﾄﾞﾚｲﾝ　φ100　SUS網ｶﾊﾞｰ付

3）軒裏

4）樋

防水ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上、目地切＠2,500（ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系ｼｰﾘｸﾞ充填）及びｱﾙﾐ笠木

14）天井換気ﾊﾟｲﾌﾟ □-100x50 硬質塩ビﾊﾟｲﾌﾟ防虫網付(19ヶ所)　及びΦ150硬質塩ビﾊﾟｲﾌﾟ(防虫網付)(30ヶ所)

13）流し台(手洗い) ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 + ﾓﾙﾀﾙ仕上　W2,500 x D700

5）外壁

6）柱、梁型

(床)防水ﾓﾙﾀﾙ (段鼻)ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ(SUS製) (手摺壁)外側：外壁同仕様　内側：外壁同仕様

U-300c、水勾配ﾓﾙﾀﾙ塗、ｺﾝｸﾘｰﾄ製蓋付(1種)

(笠木)既設下地処理の上外壁同仕様(色：グレー)

(段裏)外壁同仕様

11）屋外非常階段

10）側溝

ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ

13）流し台(手洗い)

14）換気口

(屋内階段陸屋根)

(壁および腰)可とう形改修塗材RE(ｳﾚﾀﾝ)ゆず肌 ﾛｰﾗｰ

・内部仕上材については，全てＦ☆☆☆☆を使用とする。

養生管(南面のみ)SGP125A OPﾂｶﾐ金物共　H=2000 大庇　中継ﾄﾞﾚｲﾝ　φ100

LGS65下地合板t9+杉板材t12本実(赤節有)ｳﾚﾀﾝ塗装

木下地 有孔ｼﾅ合板t6(寒冷紗貼、ﾛｯｸｳｰﾙt25充填)OP

2,300

2,300

(上部)鉄骨部　結露防止塗装　(C)
　　　木毛ｾﾒﾝﾄ板仕上

提出図

A-08

2022.11.

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ア6　A.E.P

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板ア6　E.P

有孔ｼﾅ合板ア6.0寒冷紗貼，ﾛｯｸｳｰﾙア50充填，OP
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押上　E.P

有孔ｼﾅ合板ア6(寒冷紗貼、ﾛｯｸｳｰﾙア50充填　OP)

有孔ｼﾅ合板ア6(寒冷紗貼、ﾛｯｸｳｰﾙア50充填)　OP

ｼﾅ合板ア6　底目地貼り　OP

ｼﾅ合板ア6　底目地貼り　OP

屋根 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.6 梁
RSL以下：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
RSL以上：鉄骨造

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造柱・床・外壁・階段

大屋根：角波ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼鈑 t0.6　　　RC部：外装薄塗材E

既存壁ｸﾗｯｸ処理,非劣化部は既存塗膜下地調整の上,EP塗装

既存壁ｸﾗｯｸ処理,非劣化部は既存塗膜下地調整の上,EP塗装

既存壁ｸﾗｯｸ処理,非劣化部は既存塗膜下地調整の上,EP塗装

既存壁ｸﾗｯｸ処理,非劣化部は既存塗膜下地調整の上,EP塗装

既存壁ｸﾗｯｸ処理,非劣化部は既存塗膜下地調整の上,EP塗装

既存壁ｸﾗｯｸ処理,非劣化部は既存塗膜下地調整の上,EP塗装

溝形LGS下地有孔ｼﾅ合板 t6 底目地張り
(寒冷紗ﾛｯｸｳｰﾙ t25 充填)

(ﾛｯｸｳｰﾙ t50)

(ﾛｯｸｳｰﾙ t50)

(ｷｬｯﾄｳｫｰｸｽﾗﾌﾞ下)LGS + ｼﾅ合板 + EP塗装

(一部 LGS + ｹｲｶﾙ板 t6 寒冷紗 + ﾛｯｸｳｰﾙ t25 充填)

LGS + ｹｲｶﾙ板 t6 + EP塗装(階段部)

(既存天井仕上に上張)
GB-D t9.5

長尺床ｼｰﾄ巻上 H＝200

(外壁軒下ｹﾗﾊﾞ部)断熱ﾊﾟﾈﾙｔ25　不燃認定品使用(NM-4912同等品)

GB-D t9.5

(既存壁木下地残しﾛｯｸｳｰﾙ､合板新設)

新設(既存下地LGS利用)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞア9(LGS下地残し)

　耐火野地複合板　ァ43　幕板:断熱壁ﾊﾟﾈﾙｔ25　下地□-75x75x3.2

：ｱｽﾍﾞｽﾄ使用部分を示す。【計画】欄記載は，封じ込め箇所および方法を示す。

準耐火(ロ-2)(主要構造部不燃)告示第1400号各主要構造部仕様

封じ込め措置に石綿飛散防止剤等を使う場合は、
法第37条第2項に基づく認定を受けたものを使用する事。

同上

同上 同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上 同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同右

同右

同右

同右

同右

同右

同右

同右

同右

同右

同右

LGS下地 GB-S t12.5の上化粧ｹｲｶﾙ板 t6(ｼﾞｮｲﾅｰ納まり)

LGS下地 GB-S12.5の上化粧ｹｲｶﾙ板ァ6(ｼﾞｮｲﾅｰ納まり)

GL下地 GB-S t12.5の上化粧ｹｲｶﾙ板 t6(ｼﾞｮｲﾅｰ納まり)

(C)　屋根工事

姿見鏡1500x1800

姿見鏡1500x1800,  目盛付黒板600x2500

・既設面への仕上は下地処理・清掃の上仕上を行う事。

・特記無き限りｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板はｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板とする。

・外壁面は高圧洗浄工法、下地調整、ｸﾗｯｸ補修の上仕上する事。

掃除用具入(×2)

8）犬走り ｺﾝｸﾘｰﾄﾓﾙﾀﾙ下地 EP塗装仕上(防滑性防塵塗料)

ウォータークーラー(×1) (冷水専用水道直結式):ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ
ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ(SD-P205A)同等品

既設塗膜劣化部：剥離剤で撤去後（石綿含有材撤去作業）、下地調整（C-1）
（部分的に隔離・飛散養生が必要）

浮き欠け等補修既設笠木ﾓﾙﾀﾙ補修:表面補修処理の上 下地処理、可とう形改修材RE(ｳﾚﾀﾝ)ゆず肌ﾛｰﾗｰ大庇・南庇 側面
:表面補修処理の上 下地処理、ｳﾚﾀﾝ塗膜防水(立上り共)大庇・南庇 上部

大庇 軒天 ：可とう形改修塗材RE(ｳﾚﾀﾝ)ゆず肌 ﾛｰﾗｰ
南庇 軒天

床：下地撤去補修の上

(駐車場側については、下地処理の上防塵塗装仕上)
9）ﾎﾟｰﾁ(校舎側)

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ァ0.6立平葺き　改質ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ　ァ1.0

ブドウ棚　既存鉄骨下地処理SOP塗装

撤去(下地共)

天井点検口

:高圧洗浄,劣化部補修,下地調整の上,外装薄塗材E塗装仕上

7）庇

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 + ﾓﾙﾀﾙ + 塗膜防水仕上　W2,500 x D700

新設(既存下地LGS利用)

ｶｰﾃﾝ無

LGS下地 GB-R t12.5 + ｹｲｶﾙ板 t6 + EP塗装

LGS下地 GB-R t12.5 + ｹｲｶﾙ板 t6 + EP塗装

木製 H=100 OP

木製 H=100 OP

木製 H=100 OP

(既存壁仕上に上張り)胴縁(45x18)+合板t9+杉板t12本実(赤節有)U塗装

(既存壁仕上に上張り)胴縁(45x18)+合板t9+ｼﾅ合板t6+ｳﾚﾀﾝ塗装

(既存壁仕上に上張り)胴縁(45x18)+合板t9+ｼﾅ合板t6+ｳﾚﾀﾝ塗装

LGS下地GB-R12.5+ｹｲｶﾙｔ6

既存下地処理の上露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ(高反射系塗料)仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄﾓﾙﾀﾙ下地150角ﾀｲﾙ(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型)仕上、段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ　下足箱1,250×400×1400 14台

(上部張出部)LGS下地新設+合板t9+ﾋﾉｷ無地板 t12 H100本実+ｳﾚﾀﾝ塗装

球技場上部:既存壁ｸﾗｯｸ処理,下地調整の上,EP(梁上部:LGS下地 ｼﾅ合板+SOP)

ﾛｯｸｳｰﾙｔ50+GB-R t9.5 + 岩綿吸音板 t12
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作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

 堀口達矢

一級建築士 第379482号

1.33

67.63 58.499951.73

35.0466.81

7.99 258.0370564.59

163.78

169.14

67.22 46.717901.39

21.83

1 137.51 0.89 122.3839 61.19195

2 135.84 4.33 588.1872 294.09360

3 137.51 7.59 1,043.7009 521.85045

4 124.76 1.55 193.3780 96.68900

5 143.76 12.41 1,784.0616 892.03080

6 145.25 0.90 130.7250 65.36250

7 146.60 1.25 183.2500 91.62500

8 147.92 1.49 220.4008 110.20040

9 164.56

10 179.36

11 179.36 0.41 73.5376 36.76880

12 179.71 0.66 118.6086 59.30430

13 175.64 0.12 21.0768 10.53840

14 175.64

15 179.71

16 169.43 1.07 181.2901 90.64505

17

18 164.48 2.80 460.5440 230.27200

19 164.10 4.96 813.9360 406.96800

20 10.19 0.65 6.6235 3.31175

21 162.89 8.36 1,361.7604 680.88020

22 157.33 0.80 125.8640 62.93200

23 157.37 0.34 53.5058 26.75290

24 157.37 2.14 336.7718 168.38590

25 156.33 2.70 422.0910 211.04550

26 155.42 2.33 362.1286 181.06430

27 155.42 2.52 391.6584 195.82920

28 156.73 7.03 1,101.8119 550.90595

29 156.73 0.11 17.2403 8.62015

30

31 156.93 2.06 323.2758 161.63790

32 156.54 1.24 194.1096 97.05480

33 155.41 10.79 1,676.8739 838.43695

34 156.21 9.91 1,548.0411 774.02055

35 154.58 1.03 159.2174 79.60870

36 163.78

37 139.69 3.31 231.18695

38 134.96 2.18 294.2128 147.10640

39 131.99 3.89 513.4411 256.72055

40 127.75 2.27 289.9925 144.99625

41 125.43 1.95 244.5885 122.29425

42 124.02 2.09 259.2018 129.60090

43 122.74 2.50 306.8500 153.42500

44 121.47 3.07 372.9129 186.45645

45 120.12 1.98 237.8376 118.91880

46 17.41 1.56 27.1596 13.57980

47 8.05 0.63 5.0715 2.53575

48 16.13 0.52 8.3876 4.19380

49 19.50 0.42 8.1900 4.09500

50 25.48 0.15 3.8220 1.91100

51 156.54 1.19 186.2826 93.14130

52

53 10.10 0.56 5.6560 2.82800

54 93.50 0.84 78.5400 39.27000

55 64.65 0.57 36.8505 18.42525

56 90.18 1.28 115.4304 57.71520

57 86.60 2.96 256.3360 128.16800

58 81.88 4.30 352.0840 176.04200

59 77.35 4.92 380.5620 190.28100

60 73.38 4.03 295.7214 147.86070

61 64.65 0.98 63.3570 31.67850

62 65.93 0.19 12.5267 6.26335

63 70.85 2.75 194.8375 97.41875

64 64.11 1.03 66.0333 33.01665

65 61.73 1.58 97.5334 48.76670

66 59.67 1.21 72.2007 36.10035

67 58.77 3.38 198.6426 99.32130

68 58.64 2.96 173.5744 86.78720

69 58.51 2.72 159.1472 79.57360

70 58.44 6.34 370.5096 185.25480

71 57.56 1.80 103.6080 51.80400

72

73 7.33 0.94 6.8902 3.44510

74 4.30 0.95 4.0850 2.04250

75 6.15 3.71 22.8165 11.40825

76 5.21 0.14 0.7294 0.36470

77 516.0741

78 93.4358

79 116.9999

80 67.70 0.77 52.1290 26.06450

81 67.70 0.49 33.1730 16.58650

合       計

敷 地 面 積

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

37.36

59.64

27.13

13.15

42.75

148.10

119.10 158.4030

462.3739

9,767.8392 4,883.91960

6,118.8208 3,059.41040

79.20150

2,341.0224 1,170.51120

3,692.3262

26,615.0510 13,307.52550

1,846.16310

7,508.6100 3,754.30500

2,358.5840 1,179.29200

4,464.5128 2,232.25640
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作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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【既存・計画】求積図

求積図　S=1/400【既存】
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階段部先端ライン

床面積 建築面積 (容積対象面積) 建築面積床面積

4. 36600A 37. 500 × 22. 500 ＝ 843. 750 E 9. 140 × ＝ 4. 113 ( 1階床面積) ＝ 857. 077 A 37. 500 × 22. 500 ＝ 843. 750 E 9. 140 × ＝ 4. 113 1 × / 2 ＝7. 40 1. 180. 450 0. 450

4. 366001. 187. 40B 7. 305 × 2. 200 ＝ 16. 071 F 7. 305 × 1. 750 ＝ 12. 784 a 23. 030 × 1. 500 ＝ 34. 545 B 7. 305 × 2. 200 ＝ 16. 071 F 7. 305 × 1. 750 ＝ 12. 784 2 × / 2 ＝

△

C (1. 160×1. 200-0. 2×0. 2×1/2)×2＝ G 1. 850 × ＝ 0. 833 b 1. 850 × 23. 400 ＝2. 744

△

43. 290 G 1. 850 × ＝ 3 24. 50 × 1. 85 / 2 ＝ 22. 662500. 450 0. 450 0. 833

1F計 857. 077 2F計 199. 980 c × 500 3× ＝ 1F計 2F計 4 × / 2 ＝47. 79 21. 04 502. 750803.6002.400 859.83 199.98

D 8. 100 × 22. 500 ＝ 182. 250 延面積 1057. 057 d 250 × 22. 500 ＝ 5. 625 合計 D 8. 100 × 22. 500 ＝ 182. 250 延面積 5 × / 2 ＝44. 59 11. 27 251. 264651,059.81944.137

6 × / 2 ＝47. 79 11. 47

× ＝7 23.03 0.5

※全体の建築面積と容積対象面積は配置図による。

建蔽率： / 100=*

/ 100=*容積率：

42070.51

42070.517003.59 16.65%

× ＝ 合計8 2.12 0.105

B F

E
9,140

D

G

1 7 1
【1階床面積求積図】 【2階床面積求積図】

求積図　S=1/400【計画】

※ｷｬｯﾄｳｫｰｸについては、保守点検等一時的な使用を目的としている為、床面積対象外扱いとなります。

【建築面積求積図】
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作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。 提出図2022.11.南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

附近見取り図 A-11-1

申請地

約1/5850
約1/8239

計画建物



道路境界線との角度:-29.523°

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

 堀口達矢

一級建築士 第379482号

高架水槽

特別教室棟

普通教室棟

ｽﾛｰ
ﾌﾟ

（体育館）
既存建物

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

受水槽

道路

側 溝

ｽﾛｰﾌﾟ
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+80
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作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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磁
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60.042801

日影検討内容

立面図(軒先高さ8.995m、最高高さ10.980)より転記。

安全側で検討するとして、
軒先9．00m、最高高さ11.00mの数値で検討いたしております。

体育館軒先高さ、最高高さについては、

影倍率表  [ 緯度 = 34.36ﾟ ][ 冬至 ]

時 刻 太陽　高度 太陽方位角  影長倍率 Ｘ 倍 率 Ｙ 倍 率

 8:00  8ﾟ52' -53ﾟ31' 6.413 -5.157 3.813

 8:30  13ﾟ41' -48ﾟ31' 4.110 -3.078 2.723

 9:00  18ﾟ07' -43ﾟ03' 3.057 -2.086 2.234

 9:30  22ﾟ06' -37ﾟ04' 2.463 -1.484 1.965

10:00  25ﾟ33' -30ﾟ33' 2.092 -1.064 1.801

10:30  28ﾟ22' -23ﾟ31' 1.852 -0.739 1.698

11:00  30ﾟ28' -15ﾟ59' 1.700 -0.468 1.635

11:30  31ﾟ45' -8ﾟ06' 1.616 -0.228 1.600

12:00  32ﾟ11'  0ﾟ00' 1.589 0.000 1.589

12:30  31ﾟ45'  8ﾟ06' 1.616 0.228 1.600

13:00  30ﾟ28'  15ﾟ59' 1.700 0.468 1.635

13:30  28ﾟ22'  23ﾟ31' 1.852 0.739 1.698

14:00  25ﾟ33'  30ﾟ33' 2.092 1.064 1.801

14:30  22ﾟ06'  37ﾟ04' 2.463 1.484 1.965

15:00  18ﾟ07'  43ﾟ03' 3.057 2.086 2.234

15:30  13ﾟ41'  48ﾟ31' 4.110 3.078 2.723

16:00  8ﾟ52'  53ﾟ31' 6.413 5.157 3.813

設計GLからの高さを示す。

《凡例》
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測定面の高さ = 4(m)  緯度 = 34.36°  [ 冬至 ]  測定時間:８時～１６時

等時間日影時間：２．５時間及び４時間

測定面高さ4mの為、高さ4m以下の建物については、検討対象外となります。

【計画】時刻日影図

H=9.521

提出図2022.11.

A-11-3
1/500 (A2)

(A3)1/704

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)



作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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都市計画図より図示

磁
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日影検討内容

立面図(軒先高さ8.995m、最高高さ10.980)より転記。

安全側で検討するとして、
軒先9．00m、最高高さ11.00mの数値で検討いたしております。

体育館軒先高さ、最高高さについては、

影倍率表  [ 緯度 = 34.36ﾟ ][ 冬至 ]

時 刻 太陽　高度 太陽方位角  影長倍率 Ｘ 倍 率 Ｙ 倍 率

 8:00  8ﾟ52' -53ﾟ31' 6.413 -5.157 3.813

 8:30  13ﾟ41' -48ﾟ31' 4.110 -3.078 2.723

 9:00  18ﾟ07' -43ﾟ03' 3.057 -2.086 2.234

 9:30  22ﾟ06' -37ﾟ04' 2.463 -1.484 1.965

10:00  25ﾟ33' -30ﾟ33' 2.092 -1.064 1.801

10:30  28ﾟ22' -23ﾟ31' 1.852 -0.739 1.698

11:00  30ﾟ28' -15ﾟ59' 1.700 -0.468 1.635

11:30  31ﾟ45' -8ﾟ06' 1.616 -0.228 1.600

12:00  32ﾟ11'  0ﾟ00' 1.589 0.000 1.589

12:30  31ﾟ45'  8ﾟ06' 1.616 0.228 1.600

13:00  30ﾟ28'  15ﾟ59' 1.700 0.468 1.635

13:30  28ﾟ22'  23ﾟ31' 1.852 0.739 1.698

14:00  25ﾟ33'  30ﾟ33' 2.092 1.064 1.801

14:30  22ﾟ06'  37ﾟ04' 2.463 1.484 1.965

15:00  18ﾟ07'  43ﾟ03' 3.057 2.086 2.234

15:30  13ﾟ41'  48ﾟ31' 4.110 3.078 2.723

16:00  8ﾟ52'  53ﾟ31' 6.413 5.157 3.813

設計GLからの高さを示す。

《凡例》

校舎
H=16.400

H=4.600

H=4.600

H=4.600

H=4.700

H=8.450

H=4.600

H=4.600

H=12.250

H=9.000

H=9.000

H=
9.
00
0

H=11.000

H=
11
.0
00H=

9.
00
0
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測定面の高さ = 4(m)  緯度 = 34.36°  [ 冬至 ]  測定時間:８時～１６時

等時間日影時間：２．５時間及び４時間

測定面高さ4mの為、高さ4m以下の建物については、検討対象外となります。

【計画】等時間日影図

2022.11.

H=9.521

1/500 (A2)
1/704 (A3) A-11-4

提出図南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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撤去

撤去

既存のまま

撤

去

一

覧

表

外
部

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝφ100(縦型)

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝφ100(横型)

盛土GL-270

平場:防水ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上の上,塗膜防水 既存のまま

撤去庇軒下:ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
一部防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え仕上

大庇・南庇・2F梁型天端

Ａ3

両サイドはラワン合板ア12下地の上

台車取付飾板仕上と同じ塩ビシート貼り

(木製6台､鋼製2台)

撤去

球技場床：ﾗﾜﾝ合板　12捨貼の上ｱ
ｱ　　　　　ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ乱尺貼　15タ 撤去

　　　　　ｳﾚﾀﾝ樹脂塗撤去(束含む)
　　　　　(白ﾗｲﾝ含む)

ｱｽﾃｰｼﾞ：ﾗﾜﾝ合板　12捨貼の上
　　　 ﾅﾗﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ乱尺貼　15ｱ

チ 撤去　　　 ｳﾚﾀﾝ樹脂塗

ﾗﾜﾝ+ｸﾛｽ貼ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ仕上面材：

　　　(下地含む)
撤去

(下地共)
床：不織ｶｰﾍﾟｯﾄ敷　7.0(OIC程度)ｱ

既存のまま

　　下地ﾓﾙﾀﾙ

ｱ床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　2.5貼

既存のまま

撤去
ニ

階段踏面：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押ｴ下地ｳﾚﾀﾝ樹脂塗膜

下地ﾓﾙﾀﾙは既存のまま

ｱ床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼　2.5　下地ﾓﾙﾀﾙ

移動式階段ホb

ホa

撤去

ム

ミ

マ

姿見鏡　1500×1800(収納扉を含む)

水栓金具

衛生器具

撤去

撤去

撤去

既存のまま

既存のまま

 台車入含む)

(框，床束，移動式階段，下部椅子収納

既存のまま

撤去ｶｰﾃﾝ及びｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ｶｰﾃﾝBOX：H150　D150

ノ

ヘb

ヘa

フ

ヒ

ハ

ネ

ヌ

ナ

ト

テ

ツ

　　　　　　 小間返板貼　18×150

ｽﾃｰｼﾞ葡萄棚：根太　40×45@450
撤去

ｽﾁｰﾙ手摺

　　　　　　　　　 ｳﾚﾀﾝ塗

ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ方立・鴨居：ﾅﾗ集成材　50×260
撤去

木製階段(木見切を含む) 撤去

撤去建具(面格子を含む)

　　防水ﾓﾙﾀﾙ下地

床：25角磁器ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ，見切材を含む
撤去

床：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

ｱ床：ﾋﾞﾆｰﾙｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙ　2.0貼

撤去

撤去

撤去

撤去目盛付黒板(球技場1F)　600×2500

撤去メb

メa

ｻｰｼﾞｪﾝﾄｼﾞｬﾝﾌﾟ台(球技場2F)300×900
既存のまま

巾木：木製H100　OP

壁　：ｼﾅ合板　6.0　底目地貼　OPｱ

巾木：木製H100　OP

壁　：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ　EP

撤去

撤去
壁　：100角半磁器ﾀｲﾙ(FL+1300まで)

巾木：100角半磁器ﾀｲﾙ　ﾓﾙﾀﾙ下地

壁　：100角半磁器ﾀｲﾙ　ﾓﾙﾀﾙ下地

巾木：100角半磁器ﾀｲﾙ　ﾓﾙﾀﾙ下地

壁　：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ　EP

壁　：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ　EP

巾木：ｿﾌﾄ巾木　H100

腰壁：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ　EP

巾木：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ押ｴ　EP

キ

オa

オb

クa

クb

クc

コ 既存のまま

既存のまま

撤去

一部撤去

内
部

既存のまま

撤去

②通のみ撤去

※ステージ内壁等の既設仕上げ非撤去部分については、適宜ｼｰﾄ等で養生を行うこと。
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作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

(A2)
(A3)

縮 尺
1/100
1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

堀口達矢

一級建築士 第379482号

【計画】1階平面図

:SGLからの床レベルを示す。±0

:点字ﾌﾞﾛｯｸを示す。

:ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ
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37,500

4,2503,250

1 2 3 4 5 6 7

24
,
70

0

2,
20

0
5
,6

25
5,

62
5

5
,6

25
5,

62
5

1
,7

50
45

0
5
,3

85
5,

38
5

5
,6

25
5,

62
5

5
,6

25
5,

62
5

3,
50

0
1,

00
0

1,
1
25

UP

UP

A
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E

4,374 3,350 3,350 2,950

器具庫

器具庫

1,800

7
00

7
00

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

ｽﾛｰﾌﾟ(勾配1/12)

+750

+80

DN

DN

±0

±0

ｽﾛｰﾌﾟ(勾
配1/12)

1
,8

50

3
00

既存手摺利用(H=900)

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ

手洗
ｵｽﾄﾒｲﾄ

下り天井

+750

+550
+750

+100

+750

階段室

1,300

700 600

85
0

2
,4

0
0

〈機械設備関連工事〉

U-300c
U字溝ｺﾝﾝｸﾘｰﾄ蓋付

(既存のまま)

土間下風道
(既存のまま)

(既存のまま)
縁石 120x120

ｽﾃﾝﾚｽ手摺
(既存のまま)

犬走下風道(既存のまま)

ﾊｯﾁ部

ﾊｯﾁ部 ﾊｯﾁ部 犬走下風道(既存のまま)

犬走下風道(既存のまま)

±0

犬走下風道(既存のまま)

天井：

床　：テa

天井：

床　：テb

Ｅ

Ｅ

テb床　：

天井：

天井：

床　：

テa床　：

天井：

フ

クa

フ

フ

ウa
フ

フ

ム

ウa

ウe
ウe

ウe

ウa

ウcクb

アb

フ

クa
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フ

クa フ

ヨ

フ フ

チ

ヨ

フ

ホ

モ

ヘb

チ

ヘb

天井：

ホ

フ

チ

ヤ

セ

ト床　：

天井：

フフヨフ

Ｉ

Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

着
色

部
施

工
範

囲

(既存のまま)
縁石 120x120

(既存のまま)
縁石 120x120

(既存のまま)
縁石 120x120

D=1,000

〈機械設備関連工事〉

渡り廊下D ±0

土間下風道
(既存のまま)

土間下風道
(既存のまま)

Ｆ

Ｆ

+750

Ｆ Ｆ Ｆ

Ｇ

ヤ
ラa

Ｉ

掃
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渡
り

廊
下
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80240210 225

▽
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▽

通り芯

▽

通り芯

▽

通り芯

▽

通り芯

▽

通り芯 通り芯

▽

柱芯

2
25

▽

▽

通
り

芯
柱

芯

22
5 ▽

▽

通
り

芯
柱

芯

▽

柱
芯

▽

柱
芯

▽

柱
芯

▽

通
り

芯

▽

通
り

芯

▽

通
り

芯

ア

イ

イ

Ｉ

+80

1 2 3 4 5 6 7

E

D
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B

A

1階平面図 S=1/100

KEY PLAN　S=1/500

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

〈ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ〉

・外部出入口幅は有効900以上確保とする

・体育館内にはｽﾛｰﾌﾟ部は無し

1,500

車いす回転部

900

床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ
〈UD〉

7
50

75
0

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ラb

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

ス

Ｉ

Ｉ

Ｄ2
Ｊ

着色部

蓋無しのまま

フ

Ｄ1Ｄ1

Ｄ1

Ｄ3

Ｄ2 Ｄ2

Ｙ

Ｙ Ｙ

テa

テa

踊り場

DN

アa

アa

アaクa ウc

ス

セ

シ

シ

:着色部壁は,開口閉塞部を示す。室内側仕上は　　　とする。

:着色部壁は,LGS下地新設壁(SLより梁下/ｽﾗﾌﾞ下まで)を示す。

クb

シ

ル

リ

イa

Ｉ

Ｋ1

Ｋ1 Ｋ1

Ｋ1

フ

Ｋ2

Ｋ2
Ｋ2

Ｋ2 Ｋ2 Ｋ2アa

Ｋ2

800 2,100

手摺 H750

手摺 H750

クa

+1850

女子ﾊﾞｽｹｯﾄ部室

手摺 H750

手摺 H1100

手摺 H1100

③

②

⑤

④

①

⑥

⑦ ⑦ ⑦

男子便所

女子便所

着色部：不特定多数の者が

　　　　利用する範囲

〈ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ〉

(20.2/3.85)x6-1.4=30.08→3.0
AW3(3600x1800)x4
3.6x1.8=6.48x4x3=77.76
3.6x1.8/2=3.240x4=12.960

≧
≧

188.728ｍ2/5=37.75
188.728ｍ2/20=9.44

L
V

開口部
採光補正係数

(18.0/6.3)x6-1.4=15.74→3.0

1.8x0.6=1.08x3=3.24
1.8x0.6=1.08/2=0.54

≧
≦

17.000ｍ2/10=1.70
17.000ｍ2/20=0.85

L
V

〈機械換気〉
開口面積：1.8x0.6x0.5=0.540 ㎡
必要床面積(Af)=17-(20x0.54)=6.200 ㎡

≦ 換気設備有効換気量:270 m3/ｈ (換気扇資料添付) V

開口部
採光補正係数

(20.2/7.8)x6-1.4=14.13→3.0
AW2(800ｘ1020)
0.8x1.02=0.816x3=2.448
0.8x1.02=0.816
すべり出し窓:25/45x0.816=0.453

≧
≧

7.65ｍ2/10=0.77
7.65ｍ2/20=0.39

L
V

開口部
採光補正係数

(20.2/7.8)x6-1.4=14.13→3.0
AW2(800ｘ1020)
0.8x1.02=0.816x3=2.448
0.8x1.02=0.816
すべり出し窓:25/45x0.816=0.453

≧
≦

13.026ｍ2/10=1.31
13.026ｍ2/20=0.66

L
V

居室面積

〈機械換気〉
開口面積：25/45x0.816=0.453 ㎡
必要床面積(Af)=13.026-(20x0.453)=3.966 ㎡
必要有効換気量(V)=(20x3.966)/3=26.440 m3/ｈ

V≦ 換気設備有効換気量:380 m3/ｈ (換気扇資料添付)

開口部
採光補正係数

(18.0/3.0)x6-1.4=34.60→3.0

5.4x2.4x6=77.76x3.0=233.28
5.4x2.4/2x6=38.880

≧
≧

731.125ｍ2/5=146.23
731.125ｍ2/20=36.56

L
V

開口部
採光補正係数

球技場

+750

ヲタ

ヨ

ヨ

建
物
間

中
心
線

延
焼
ﾗｲ
ﾝ(
5ｍ

)

延
焼
ﾗｲ
ﾝ(
3ｍ

)

Ｄ4

延焼ﾗｲﾝ(3ｍ)

延焼ﾗｲﾝ(5ｍ)

ﾊｯﾁ部

Ｓ

ﾊｯﾁ部

Ｓ

1,
0
40

【新設】

【新設】

Ｋ2手摺 H750【新設】

【新設】

【新設】

ネ

エa

エa

エa

《ALVS》

提出図2022.11.

女
子
卓
球
部
部
室

男
子

卓
球
部
部
室

放
送
室

卓
球
場

球
技
場

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
室

ス
テー

ジ

・排煙については、用途学校(体育館)の為、令126条の2台1項2号により免除。

29.96m3
17.60m3

26.98m3

27.37m3

12.77m3

52.64m3
74.15m3

階段番号

①

②

③

④

⑤

⑥

基準

中学校

その他

その他

その他

その他

屋外

蹴上 踏面 幅

173.6

220

169

200

220

260

225

210

210

225

270

1560

750

895

895

750

900

2400

～5000

183.3

⑦ 屋外 190 300

967.82m3

6837.85m3
天井高さ

13.026ｍ2

7.650ｍ2

11.727ｍ2

11.900ｍ2

5.549ｍ2

22.886ｍ2

32.236ｍ2

室名

卓球場

女子卓球部室

男子卓球部室

男子便所

女子便所

多目的トイレ

器具庫2

器具庫1

球技場

計画面積
ｽﾃｰｼﾞ,女子ﾊﾞｽ
ｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部室共

186.728ｍ2

9.3525

2.300 

2.300 

2.300 

2.300 

2.300 

2.300 

2.300 

5.183 

m

m

m

m

m

m

m

m

m

731.125ｍ2

計画気積

*

*

※　　印=200(既存)を210(計画)に変更*

　床面積が50㎡を超えるものであるため，各居室とも制限対象外。
・令第128条の3の2　法第35条の2に規定される制限を受ける居室は，天井高さ6m以下については，

・消防有窓/無窓判定は無窓として計画。

AW4(5400x2400)x6

AW5(1800ｘ600)

テb

女子卓球部室

床　：

天井：セ
フ

クa

フ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

有
効

80
0以

上
有

効
8
00

以
上

有
効

90
0以

上

フ

フ

避
難
経
路
距
離

22.325ｍ
≦
30m

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ

多目的トイレ

+750 テb床　：

天井：ス

ン
〈ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ〉

車いすﾄｲﾚ標識(JIS規格)設置

〈ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ〉

手洗い下部に補助水栓設置

〈ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ〉

〈ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ〉

目隠し壁

手すり設置

【新設】

フ

ステージ

+1850

チ

避
難
経
路
距

離
29
.4
90
ｍ

≦
30
ｍ

必要有効換気量(V)=(20x6.200)/3=41.333 m3/ｈ

ロ

フ

ユ

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

2,
20

0
30

0

部：土間斫り復旧範囲

部：土間斫り復旧範囲

フ+100

Ｄ1範囲(廊下・階段)
Ｄ1範囲(廊下・階段)

A-17

22
,5

00

ア

ウe

ウe

+750
男子卓球部室

木製棚(新設)

木製棚(新設)

横差筋D13



作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．
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縮 尺
1/100
1/141

【計画】2階平面図

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺
1/100
1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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防水仕上
天端　高圧洗浄,下地調整の上,ｳﾚﾀﾝ塗膜
大庇天端及び立上り・南庇天端・2F梁型

新設Ａ3

階段室上部陸屋根

EP塗装仕上(高反射系塗料)
新設下地処理の上，露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水Ａ2

高圧洗浄,劣化部補修,下地調整の上,
外装薄塗材E塗装仕上

新設Ａ4

Ａ5
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谷樋 W400

作図年月日承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺
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1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

フ

Ａ1 新設

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.6 立平または縦ﾊｾﾞ葺き

内容箇所 内容箇所

内
部

改

修

一

覧

表

外
部

新設

新設
ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上+SUS製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ(同面仕上)
屋外階段(20段)
段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ
RC下地ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上階段

Ｙ2

Ｙ1

ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ(SUSφ100網付)
竪樋(塩ﾋﾞφ100)

新設Ｋ2

φ100網付),大庇　中継ﾄﾞﾚﾝ(φ100)

竪樋(塩ﾋﾞφ100),ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝφ100(SUS
新設Ｋ1

RC + 防水ﾓﾙﾀﾙ下地　ｳﾚﾀﾝ塗装仕上
Ｓ 新設

流し台(手洗い)　W2500　D700

既成ｺﾝｸﾘｰﾄ溝蓋　U-300c 新設Ｊ

新設Ｉ

犬走り　　　　　　　　　仕上H=GL±0

Ｄ1

磁器質ﾀｲﾙ貼仕上(150角,ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型)

新設

新設掃除具入Ｇ

新設下足入Ｆ

+防水ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上

新設

新設
RC下地嵩上 + ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上

RC嵩上 + ﾓﾙﾀﾙ鏝押え下地 + EP塗装仕上

渡り廊下Cｽﾛｰﾌﾟ
Ｄ3

Ｄ2
南面ﾎﾟｰﾁおよび階段　高圧洗浄の上，

新設

渡り廊下Dｽﾛｰﾌﾟ
Ｄ4

Ｅ 新設

壁　：胴縁 + 合板 t9 下地

新設アa
　　　杉板 t12 本実　ｳﾚﾀﾝ塗装仕上
　　　既存壁仕上に上張り
巾木：杉板(赤節有)H100　ｳﾚﾀﾝ塗装仕上
壁　：LGS + 胴縁 + 合板 t9 下地
　　　杉板 t12 本実　ｳﾚﾀﾝ塗装仕上 新設アb
巾木：杉板(赤節有)H100　ｳﾚﾀﾝ塗装仕上
壁　：胴縁 + 有孔ｼﾅ合板　t6
　　　ｳﾚﾀﾝ塗装仕上(寒冷紗貼,RWt25充填)

新設イa 　　　既存仕上に上張り
巾木：木製　H100　SOP塗

内
部

　　　t6.0　RW t50充填ウa
巾木：長尺ｼｰﾄB巻上　H200

壁　：LGS + GB-S t12.5　化粧ｹｲｶﾙ板
新設

イb 新設

改質ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ　t1.0
耐火野地複合板 t43(30分耐火+断熱)
庇鼻ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼鈑 t0.6曲げ加工
鉄骨小屋組・ﾌﾞﾚｰｽ　見掛り部下地処理
　　　　　 　　　　の上結露防止塗装
ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼鈑色:ｼﾙﾊﾞｰ系(2.5Y7.5/0.5)

+ﾓﾙﾀﾙ塗30ｺﾝｸﾘｰﾄ打設120

ﾘｯﾌﾟ溝形鋼(100x50x20 t2.3)の上,調合軽量

Ａ5 新設

下地調整の上,可とう形改修塗材RE塗装
仕上(ｳﾚﾀﾝ　ゆず肌ﾛｰﾗｰ)

Ａ6 新設
ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗合板張(t12)下地

既存壁取合　ｼｰﾘﾝｸﾞ(PU-2)20x10

可とう形改修塗材RE塗装仕上
2階RC庇撤去跡　ﾓﾙﾀﾙ補修,下地調整の上

新設Ｃ

ﾘｯﾌﾟ溝形鋼(100x50x20 t2.3)の上
断熱ﾊﾟﾈﾙｔ25
既存壁取合　水切り設置

新設Ａ7
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北面ﾎﾟｰﾁおよび階段
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木製階段(木見切を含む) 新設ホ

姿見鏡　1500×1800(収納扉を含む)ム

新設ヘb

新設ヘa

建具(面格子を含む) 新設フ

新設ｽﾁｰﾙ手摺:下地処理錆止めの上SOP塗装ヒ

ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ方立・鴨居：ﾅﾗ集成材　50×260
　　　　　　　　 　ｳﾚﾀﾝ塗装仕上

既存塗膜下地調整の上,SOP塗装ハ
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エb 新設
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　　　SOP塗装仕上

オ
GB-R t12.5　EP塗装仕上
既存仕上に上張り
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ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ，見切材，点字ﾀｲﾙを含む
階段踏面：ﾓﾙﾀﾙ下地　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄA

新設ヌ 床：下地処理の上,水性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床仕上

新設ニ
床：長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ t2.5貼
　　(緩衝ｼｰﾄ)　下地ﾓﾙﾀﾙ

新設
　　ｶｰﾍﾟｯﾄﾀｲﾙ

ト
床：鋼製床下地　構造用合板 t15

新設テb 床：軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ t100　長尺塩ﾋﾞｼｰﾄA

新設テa 床：既存ﾓﾙﾀﾙ下地の上,長尺塩ﾋﾞｼｰﾄA

ツ 床：ﾋﾞﾆｰﾙｱｽﾍﾞｽﾄﾀｲﾙ t2.0

クa 新設
壁　：既存ﾓﾙﾀﾙ下地処理，ｸﾗｯｸ処理の上

巾木：既設　SOP塗
　　　EP塗装仕上

巾木：木製H100　SOP塗

クb 新設

壁　：ﾘｯﾌﾟ溝形鋼(100x50x20 t2.3)の上,

　　　調合軽量ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗合板(t9)下地
　　　下地調整の上,EP塗装仕上

新設コ
腰壁・巾木共：既設ﾓﾙﾀﾙ下地処理，ｸﾗｯｸ
　　　　　　　処理の上EP塗

台車入含む)
(鋼製床組，移動式階段，下部椅子収納，
框　 ：ﾅﾗ寄木集成材 ｳﾚﾀﾝ塗
ｽﾃｰｼﾞ：ｶﾊﾞ ｸﾘｱ塗装品特殊貼t18 ｳﾚﾀﾝ塗

新設ソ
ｷｬｯﾄｳｫｰｸｽﾗﾌﾞ下：既存塗膜下地調整の上,

新設セ

新設ス

(卓球場ｽﾗﾌﾞはね出し部下含む)　　　　　　　　EP塗装

タ 新設
球技場床：鋼製床下地　構造用合板 t15
　　　　　ｶﾊﾞ　ｸﾘｱ塗装品特殊貼 t18
　　　　　表層6mmﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装

天井：GB-Rt9.5　岩綿吸音板t12

女子ﾊﾞｽｹ部室下がり天井見切ｱﾝｸﾞﾙ材共

天井：GB-D t9.5
新設シ

チ 新設

天井：GB-R t9.5+ ｹｲｶﾙ板 t6 下地
　　　(既存仕上材に上張り),EP塗装

巾木：木製H100　OP

壁　：ｼﾅ合板　6.0　底目地貼　OPｱ
キ

新設

新設

(下地既設利用)

(鉄筋D13@150ｼﾝｸﾞﾙ)

(鉄筋ﾀﾃﾖｺD13@150ｼﾝｸﾞﾙ)

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 新設

塗装

無収縮ﾓﾙﾀﾙ t50

新設

新設

球技場床ﾗｲﾝ

ﾋﾟｸﾄｻｲﾝ(×4)(JIS規格)
(車ｲｽ,ｵｽﾄﾒｲﾄ,ﾍﾞﾋﾞｰﾍﾞｯﾄﾞ,ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ)

ン

ヲ

新設ラa

新設ラb

新設ｳｫｰﾀｰｸｰﾗｰ　W345 D300 H947ル

新設リ
鋼製ﾀﾗｯﾌﾟ　400x400
既存塗膜下地調整の上,SOP塗装

消火栓BOX　内外部下地調整の上SOP塗装

消火栓BOX　ﾋﾝｼﾞ損傷部修繕,内外部下地
調整の上SOP塗装(ﾎｰｽ類既存利用)

(ﾎｰｽ類既存利用)2F消火栓への配管SOP塗装

別途,機械設備工事に伴う壁面補修あり

別途,機械設備工事に伴う壁面補修あり

ロ 新設ｱﾙﾐ製天井点検口　600x600　鍵付

防球ﾈｯﾄ 新設ヨ

新設ユ 操作盤

アルミ板床下点検口　600×600 新設

新設平面黒板　1500×900モ

ヤ

メb

新設

新設ｻｰｼﾞｪﾝﾄｼﾞｬﾝﾌﾟ台(球技場2F)　WG282

ｸﾗｯｸ処理,下地調整の上,可とう形改修塗材

外壁・大庇及び南庇垂直面　高圧洗浄,

RE塗装仕上(ｳﾚﾀﾝ　ゆず肌ﾛｰﾗｰ)

ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ仕上面材： LGS下地+合板t9

 + 有効ｼﾅ合板 t6.0
壁　：LGS(W50)一部薄型LGS 

　底目地貼

足洗い場撤去跡　RC(鉄筋D13@150ｼﾝｸﾞﾙ)

ウc 新設
壁　：LGS+GB-R t12.5+ｹｲｶﾙ板 t6 EP塗装

巾木：木製　H100　SOP塗

ウe 新設
壁　：GL下地GB-S t12.5 化粧ｹｲｶﾙ板t6
巾木：長尺ｼｰﾄA巻上　H200

エa

巾木：木製　H100　SOP塗

新設

壁　：胴縁 + 合板 t9.0 下地 +
　　　ｼﾅ合板 t6.0　ｳﾚﾀﾝ塗装仕上
　　　既存壁仕上に上張り

養生管SGP125A　H1800

　　　　+桧無地ｔ12本実+ｳﾚﾀﾝ塗装仕上

防滑性防塵塗床仕上

防滑性防塵塗床仕上(垂直面共)

　　　既存下地利用



Ｄ2

渡り廊下C

ア

【既存】南・北立面図

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺
1/100
1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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ア

記号 箇所

イ

ウ

エ

内容

オ

カ

記号

①

爆裂部面積

0.25㎡

② 0.45㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ爆裂確認箇所

※別途爆裂確認箇所は,監督者と協議の上改修のこと
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渡り廊下D
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Ｘ
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RC型枠ﾘﾌﾞﾊﾟﾀｰﾝ
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提出図
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2022.11.

着色部：屋根・庇解体範囲

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

W≒0.4㎜

W≒0.1㎜

軒樋庇裏ﾘｼﾝ撤去(石綿含有)

SCS版庇裏ﾘｼﾝ撤去(石綿含有)

≒4.5㎡

≒1.0㎡

≒56㎡

≒10㎡

塗膜劣化部

塗膜劣化部

塗膜劣化部

鉄筋露出部

鉄筋露出部

≒0.5㎡

ｸﾗｯｸ部

南庇下

階段下

大庇下

大庇下

南面2通り柱

外壁　



作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺
1/100
1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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西側立面図 S=1/100

東側立面図　S=1/100
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カ
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Ａ4Ｕ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

ｱｼﾙﾊﾞｰ屋根：ｼｰﾄ防水　0.8の上ｼﾙﾊﾞｰ仕上 撤去

撤去露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 SCA-250 RC下地

大庇・南庇・2F梁型天端

符号 箇所 内容

Ａ1

Ａ2

記号

①

爆裂部面積

0.25㎡

② 0.45㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ爆裂確認箇所

※別途爆裂確認箇所は,監督者と協議の上改修のこと
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提出図

GL

1FL

2FL

9,
29

1

1,
04

1
最高高さ

RSL(最高軒高さ)

8,
25

0

75
0

3,
30

0
4,

20
0

GL

1FL

2FL

9,
29

1

1,
04

1

最高高さ

RSL(最高軒高さ)

Ｙ1 Ｙ1

Ｙ1

Ｙ2

2022.11.

着色部：屋根・庇解体範囲

【既存】西・東立面図，外部撤去一覧表

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)

ア

記号 箇所

イ

ウ

エ

内容

オ

カ

≒4.5㎡

≒1.0㎡

≒56㎡

≒10㎡

塗膜劣化部

塗膜劣化部

塗膜劣化部

鉄筋露出部

鉄筋露出部

≒0.5㎡

ｸﾗｯｸ部

南庇下

階段下

大庇下

大庇下

南面2通り柱

外壁　

段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

既存のまま

着色部GL-800

撤去

RF梁上部RSLより上 撤去

一部撤去

撤去
足洗場(屋外水栓，排水金物共)

まで掘削

既存のまま
ｺﾝｸﾘ打放の上,ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

犬走り
砕石および
盛土GL-350
まで撤去

撤去

撤去

中継ﾄﾞﾚﾝφ100
竪樋(塩ﾋﾞφ100),養生管(SGP150,H2000)

竪樋(塩ﾋﾞφ100),養生管(SGP150,H2000)

屋外階段

換気ﾊﾟｲﾌﾟ　□-100x50

換気ﾊﾟｲﾌﾟ150φ　硬質塩ﾋﾞ製(防虫網付) 撤去

階段室陸屋根　ｱﾙﾐ笠木 撤去

撤去

建具

建具

撤去

撤去
(枠残し)

Ｃ

Ｂ

Ｄ1

Ｄ2

Ｅ

Ａ4

Ｉ

Ｋ1

Ｋ2

Ｕ

Ｖ

Ｗ

Ｘ

Ｔ1

Ｔ2

外壁・巾木(腰)

RC下地ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上階段

南面ﾎﾟｰﾁおよび階段・西面階段
ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上

北面ﾎﾟｰﾁおよび階段　ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上

(段鼻を除く)

(段鼻を除く)
既存のまま

Ｙ1

撤去Ｚ
東西面A・E通り梁上RC部
東面A・E通り梁ｷｬﾝﾁ部

撤去Ｙ2
段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ・踏面蹴上面ﾓﾙﾀﾙ

屋外階段(20段)RC下地ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え仕上

外

部

撤

去

一

覧

表

既存のまま
ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ(防虫網付)

上部RC庇　防水ﾓﾙﾀﾙの上，塗膜防水
一部ﾘｼﾝ吹付

平場:防水ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上の上,塗膜防水 既存のまま

撤去

Ａ3

庇軒下:ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
一部防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え仕上



作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺
1/100
1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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【計画】南・北立面図
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南側立面図 S=1/100
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Ａ5 Ａ5 Ａ5 Ａ5 Ａ5

Ａ5

Ａ5

Ａ5Ａ5Ａ5Ａ5

Ａ5 Ａ5

Ｉ

Ｄ1 Ｄ1

ア

記号 箇所

南庇下　塗膜劣化部

イ 階段下　塗膜劣化部

ウ 大庇下　塗膜劣化部

エ 大庇下　鉄筋露出部

下地調整(C-1)

（部分的に隔離・飛散養生のこと）

オ

剥離剤で撤去(石綿含有材撤去作業)の上

内容

南面2通り柱 鉄筋露出部

ｸﾗｯｸ補修は,Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法による

外壁　ｸﾗｯｸ部カ

欠損部補修は,錆落とし後,防錆処理の上,

断面修復用ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填による

欠損部補修処理,下地調整(C-1)の上,可とう形

改修塗材RE（ｳﾚﾀﾝ）ゆず肌ﾛｰﾗｰ仕上

ｸﾗｯｸ補修処理,下地調整(C-1)の上,可とう形

改修塗材RE（ｳﾚﾀﾝ）ゆず肌ﾛｰﾗｰ仕上

記号

①

爆裂部面積

0.25㎡

② 0.45㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ爆裂確認箇所

※別途爆裂確認箇所は,監督者と協議の上改修のこと
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【計画】西・東立面図，外部改修一覧表

Ｄ1

Ａ6

着色部

1,
07

0

作図年月日承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)
(A3)

縮 尺
1/100
1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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箇所 内容
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階段室上部陸屋根

下地処理の上，露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

EP塗装仕上(高反射系塗料)

新設

鉄骨小屋組・ﾌﾞﾚｰｽ　見掛り部下地処理

　　　　　 　　　　の上結露防止塗装

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼鈑色:ｼﾙﾊﾞｰ系(2.5Y7.5/0.5)

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t0.6 立平または縦ﾊｾﾞ葺き

改質ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ　t1.0

耐火野地複合板 t43(30分耐火+断熱)

庇鼻ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼鈑 t0.6曲げ加工

ア

記号 箇所

南庇下　塗膜劣化部

イ 階段下　塗膜劣化部

ウ 大庇下　塗膜劣化部

エ 大庇下　鉄筋露出部

下地調整(C-1)

（部分的に隔離・飛散養生のこと）

オ

剥離剤で撤去(石綿含有材撤去作業)の上

内容

南面2通り柱 鉄筋露出部

ｸﾗｯｸ補修は,Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法による

外壁　ｸﾗｯｸ部カ

欠損部補修は,錆落とし後,防錆処理の上,

断面修復用ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ充填による

欠損部補修処理,下地調整(C-1)の上,可とう形

改修塗材RE（ｳﾚﾀﾝ）ゆず肌ﾛｰﾗｰ仕上

ｸﾗｯｸ補修処理,下地調整(C-1)の上,可とう形
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ｸﾗｯｸ処理,下地調整の上,可とう形改修塗材
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　　　　既存同色系とする
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外装薄塗材E塗装仕上
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大庇,南庇及び西面ｷｬﾝﾁ部軒天
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Ｔ1Ｔ1

記号

①

爆裂部面積

0.25㎡

② 0.45㎡

ｺﾝｸﾘｰﾄ爆裂確認箇所

※別途爆裂確認箇所は,監督者と協議の上改修のこと
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表

ﾘｯﾌﾟ溝形鋼(100x50x20 t2.3)の上

既存壁取合　水切り設置

新設Ｅ

犬走り

+防水ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上仕上

建具Ｔ1

Ｔ2 建具(ｶﾊﾞｰ工法)

新設

新設

新設

新設RC(鉄筋D13@150ﾀﾞﾌﾞﾙ)+ﾓﾙﾀﾙ嵩上げ(+150)
磁器質ﾀｲﾙ貼仕上(150角,ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ型)

南面ﾎﾟｰﾁおよび階段　高圧洗浄の上，

北面ﾎﾟｰﾁおよび階段
Ｄ1

Ｄ2
EP(防滑性防塵塗料)塗装仕上

新設Ａ7

Ｋ1 新設

流し台(手洗い)　W2500　D700
新設Ｓ

RC+防水ﾓﾙﾀﾙ下地,ｳﾚﾀﾝ防水塗装仕上

Ｕ
屋外階段　壁面・笠木仕様はＡ5に準じる
笠木塗装色はｸﾞﾚｰとする

新設

Ｋ2 新設ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ(SUSφ100網付)

竪樋(塩ﾋﾞφ100)

南側のみ養生管SGP125A　H2000

φ100網付),大庇 中継ﾄﾞﾚﾝ(φ100)

竪樋(塩ﾋﾞφ100),ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝφ100(SUS

Ｖ

階段室陸屋根　ｱﾙﾐ笠木Ｘ 新設

RC下地ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上階段

段鼻ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ
新設

新設

Ｙ1

Ｙ2
屋外階段(20段)

ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上+SUS製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ(同面仕上)

下地調整の上,DP塗装

既存換気ﾊﾟｲﾌﾟ　□-100x50

Ｉ 新設RC(鉄筋D13@150ｼﾝｸﾞﾙ)
+ﾓﾙﾀﾙ塗30ｺﾝｸﾘｰﾄ打設120
EP(防滑性防塵塗料)塗装仕上

既存ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟ(防虫網付)

断熱壁ﾊﾟﾈﾙｔ25

既存のまま

Ａ6 新設下地調整の上,可とう形改修塗材RE塗装

ﾘｯﾌﾟ溝形鋼(100x50x20 t2.3)の上,調合軽量
ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ塗合板張(t12)下地

仕上(ｳﾚﾀﾝ　ゆず肌ﾛｰﾗｰ)
既存壁取合　ｼｰﾘﾝｸﾞ(PU-2)20x10

足洗い場撤去跡　RC(鉄筋D13@150ｼﾝｸﾞﾙ)
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作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)

(A3)
縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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(RSL)

ﾘｼﾝ撤去(石綿含有)
SCS版及び躯体撤去部のﾘｼﾝは全撤去(剥離剤にて)

防水ﾓﾙﾀﾙ塗

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

ｺﾝｸﾘ打放の上,ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

ｺﾝｸﾘ打放の上,ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

ｺﾝｸﾘ打放の上,ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

上部RC庇　防水ﾓﾙﾀﾙの上，塗膜防水

防水ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上の上,塗膜防水

防水ﾓﾙﾀﾙの上,ｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付

ｺﾝｸﾘ打放の上,ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

防水ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

ｺﾝｸﾘ打放の上,ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

ｺﾝｸﾘ打放の上,ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付仕上

防水ﾓﾙﾀﾙの上,ｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付

上部RC庇　防水ﾓﾙﾀﾙの上，塗膜防水

ｱｸﾘﾙ系ﾘｼﾝ吹付
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図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．
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堀口達矢

一級建築士 第379482号

(A2)

(A3)
縮 尺

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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根太　45x45@450
下地調整の上,SOP塗装
【新設】

小間返し　18x150

【新設】

既存塗膜下地調整の上,
H-175x90x5x8 @2000

既存塗膜下地調整の上,
C-100x50x20x3.2@700

150x75(既存のまま)

200x90(既存のまま)

根太45x45@450
【新設】

合板 t9見切縁 90x45
SOP塗装

【新設】

H鋼梁
屋内側結露防止材塗装仕上

【新設】

H鋼梁
【新設】

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼鈑 t0.6 立平葺きまたは縦ﾊｾﾞ葺き
改質ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t1.0
耐火野地複合板 t43
【新設】

□-100x50x2.3@1000
下地:□- 75x75x3.2@1000

【新設】

軒裏:角波ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ　新設
【新設】

幕板:断熱壁ﾊﾟﾈﾙ t25
下地:□-75x75x3.2@1000
【新設】

笠木:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.6加工

【新設】

見切:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5加工
【新設】

ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ鴨居 50x260
ｳﾚﾀﾝ塗装仕上【新設】

ｳﾚﾀﾝ塗装仕上【新設】
ﾌﾟﾛｾﾆｱﾑ方立 50x260

胴縁18x45 @303

【新設】

合板 t9
【新設】

ｼﾅ合板 t6

下地調整の上,ｳﾚﾀﾝ塗装仕上
巾木 H100 米松

【新設】

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ｶﾊﾞｸﾘｱ‐塗装品特殊貼 t18
表層6㎜ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装
構造用合板 t15下地
【新設】

上框

（100x250）
ﾅﾗ寄木集成材

【新設】

ア2.0
木製見切り材

見切　米松145×60
下地調整の上,
ｳﾚﾀﾝ塗装仕上

【新設】

LGS65@303
【新設】

【新設】

下地調整の上,SOP塗装仕上
【新設】

【新設】

【新設】
ﾘｯﾌﾟ溝形鋼100x50x20 t2.3

ｼﾅ合板 t6
下地調整の上,ｳﾚﾀﾝ塗装仕上
既存仕上壁に上張り
【新設】

沓刷ｽﾃﾝﾚｽ 新設

建具新設

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
ｶﾊﾞｸﾘｱ‐塗装品特殊貼 t18
表層6㎜ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装
構造用合板 t15下地
【新設】
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軒裏:角波ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ　新設
【新設】

見切:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.5加工
【新設】

幕板:断熱壁ﾊﾟﾈﾙ t25
下地:□-75x75x3.2@1000

【新設】

笠木:ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t0.6加工

【新設】

下地:□- 75x75x3.2@1000
□-100x50x2.3@1000
【新設】

【新設】

ｱﾙﾐ見切縁

ハ

【計画】矩計詳細図（２）
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天井換気ﾊﾟｲﾌ□100x50

【既設】

ｽﾃﾝﾚｽﾀﾗｯﾌﾟ22Φ
（W=300）

既設ﾋﾟｯﾄ内防水ﾓﾙﾀﾙ塗

既設集水桝 防水ﾓﾙﾀﾙ塗
（600□）

（既存のまま）
（既存のまま）

（既存のまま）

見切　30x30　米松

下地調整の上,ｳﾚﾀﾝ塗装仕上
合板 t9下地 + 杉板 t12本実
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ｶﾗｰｱﾙﾐ亜鉛合金ﾒｯｷ鋼板ｔ0.5加工
【新設】

水切:
水切:
ｶﾗｰｱﾙﾐ亜鉛合金ﾒｯｷ鋼板ｔ0.5加工

【新設】

ﾘｯﾌﾟ溝形鋼100x50x20 t2.3

SOP塗装 SOP塗装

ｳﾚﾀﾝ塗膜仕上

(淀断熱ﾊﾟﾈﾙﾌｧｲﾝﾊﾟﾈﾙHyper同等品)

(淀断熱ﾊﾟﾈﾙﾌｧｲﾝﾊﾟﾈﾙHyper同等品)

(淀断熱ﾊﾟﾈﾙﾌｧｲﾝﾊﾟﾈﾙHyper同等品)

断熱壁ﾊﾟﾈﾙ t25

(淀断熱ﾊﾟﾈﾙﾌｧｲﾝﾊﾟﾈﾙHyper同等品)

断熱壁ﾊﾟﾈﾙ t25

ｼｰﾘﾝｸﾞ
MS-2　15x20

【新設】
ｼｰﾘﾝｸﾞ
MS-2　15x20

【新設】

+防水ﾓﾙﾀﾙ鏝押え仕上

ｸﾗｯｸ処理,下地調整の上,
可とう形改修塗材
RE塗装仕上(ｳﾚﾀﾝ　ゆず肌ﾛｰﾗｰ)

高圧洗浄,劣化部補修,下地調整の上,

ｸﾗｯｸ処理,下地調整の上,可とう形改修塗材
RE塗装仕上(ｳﾚﾀﾝ　ゆず肌ﾛｰﾗｰ)

ｸﾗｯｸ処理,下地調整の上,可とう形改修塗材
RE塗装仕上(ｳﾚﾀﾝ　ゆず肌ﾛｰﾗｰ)

天端　高圧洗浄,下地調整の上,ｳﾚﾀﾝ塗膜防水仕上

ｸﾗｯｸ処理,下地調整の上,可とう形改修塗材
RE塗装仕上(ｳﾚﾀﾝ　ゆず肌ﾛｰﾗｰ)

LGS下地W50@600

75

薄型LGS下地@600

RC(鉄筋D13@150ｼﾝｸﾞﾙ)

 LGS(19型)下地+合板t9
　　　　+ﾋﾉｷ無地板t12,H100本実+ｳﾚﾀﾝ塗装仕上

【新設】

見切
【新設】

差筋ｱﾝｶｰ
D13@150横差し

軽鉄下地(新設)

軽鉄下地(新設)

ｽﾃﾝﾚｽ製（防虫網付）

可とう形改修塗材

RE塗装仕上(ｳﾚﾀﾝ　ゆず肌ﾛｰﾗｰ)
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下り天井

堀口達矢

一級建築士 第379482号※ステージ廻り、便所廻り、建具の撤去詳細は既存詳細図による。

竪樋VP100φ(養生管共)撤去。

カーテンBOX撤去は、カーテン、レール共撤去とする。既存下足箱、ｽﾛｰﾌﾟ、ロッカー撤去。
【既存】1階天井伏図
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ｱﾙﾐ製天井点検口　600x600
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南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

【既存】2階天井伏図

サ

卓球場・球技場

シ

シ

シ階段室

2階天井伏図　S=1/100

提出図2022.11.

A-33

サ

シ

記号

ｼﾙﾊﾞｰｸｰﾙ版ﾎﾞﾙｷﾞﾝ吹付　10ｱ

ｱ化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　9.0

石綿ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板　6.0　AEP/EPｱス

ｱ
セ

ｱ岩綿吸音板　12貼 (天井裏ﾛｯｸｳｰﾙ　50敷)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　9.0捨貼

合板型枠打放　ﾎﾞﾙｷﾞﾝ吹付ソ

葡萄棚

仕様

ノ

ロ ｱﾙﾐ製天井点検口　600x600 電気設備・機械設備工事に伴う天井脱着あり(ﾀﾞｸﾄ,配線等)

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)
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既存仕上撤去の上、GB-D t9.5新設

既存仕上撤去の上、GB-D t9.5新設

作図年月日

訂正年月日

承 認 検 図 設 計 製 図特　記

株式会社堀口建築設計 工事名称

図面名称一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号
図面No．

種別

(A2)
(A3)

縮 尺
1/100
1/141

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

【計画】2階天井伏図
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南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)
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本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。

縮 尺
(A3)

(A2)

一級建築士 第379482号

堀口達矢

種別

図面No．

一級建築士事務所 三重県知事登録 第1-2227号 図面名称

工事名称株式会社堀口建築設計
特　記 製 図設 計検 図承 認

訂正年月日

作図年月日

4,250

2,
30

0

1,800 2,450

1,800

2,
30

0

4,065

2,265

2,
30

0

▼
FL

Ａ’ Ｂ Ｂ’

4,065

2,
30

0

▼
FL

Ｄ

男子便所

1 2 C

C

1,800

2,
30

0

Ａ

1

4,250

2,
30

0

Ｃ

2 1

2022.11. 提出図

南

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｄ 西

北
東

展開方向

A-37

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
(既存RC壁)

巾木：長尺ｼｰﾄB巻上 H200
      ｱﾙﾐ製見切

巾木：長尺ｼｰﾄB巻上 H200
      ｱﾙﾐ製見切

巾木：長尺ｼｰﾄB巻上 H200
      ｱﾙﾐ製見切

巾木：長尺ｼｰﾄB巻上 H200
      ｱﾙﾐ製見切

巾木：長尺ｼｰﾄB巻上 H200
      ｱﾙﾐ製見切

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
(新設乾式壁)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
　(外壁開口閉塞部)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
　(外壁開口閉塞部)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
(既存RC壁)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
(既存RC壁)

巾木：長尺ｼｰﾄB巻上 H200
      ｱﾙﾐ製見切

1,800

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
(新設乾式壁)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
(新設乾式壁)

壁：化粧ｹｲｶﾙ板 t6
(新設乾式壁)

【計画】展開図(2)
1/50

1/70

南中学校屋内運動場大規模改修工事　(建築)



作図年月日

 

本図面は原図サイズをA2サイズとし、A3サイズに出力時は71%のサイズとする。
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校歌額縁既存を設置

LGS下地の上、合板ｔ9+ﾋﾉｷ無地板t12本実+ｳﾚﾀﾝ塗装
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